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作業性向上

各社電力量計対応

•120A（60A・30A）用の電力量計を無停電で
　「安全・簡単・確実」に交換可能

•メーカーにより異なる電力量計幅に合わせて、
　アダプター2種類をラインアップ
　 ［25mmピッチの品名］UPD-120G-A-025
　 ［30mmピッチの品名］UPD-120G-A-030

操作レバー
（UPD-120G-LEVER）
※別売品

本体
（UPD-120G-M-CV） ご紹介動画は

こちらから　

『無停電』交換で作業性を向上！ メーター交換作業時間を約1/10に大幅短縮！

【日 時】 
5/29㈬～5/31㈮10：00～17：00
【会 場】 
東京ビッグサイト（東1・2・3ホール）

小間No.3-03
（東3ホール）

　
ハ
ノ
ー
バ
ー
メ
ッ
セ
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
Ｆ
Ａ
・
電
気

制
御
、
モ
ー
シ
ョ
ン
ド
ラ
イ

ブ
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
産
業
用
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
、
デ
ジ
タ
ル
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
ど
幅
広
い

産
業
分
野
を
カ
バ
ー
し
、
シ

ー
メ
ン
ス
や
ボ
ッ
シ
ュ
、
Ｌ

ｏ
Ｈ
グ
ル
ー
プ
な
ど
ド
イ
ツ

の
産
業
機
器
メ
ー
カ
ー
を
は

じ
め
、
ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
オ
ー

ト
メ
ー
シ
ョ
ン
や
シ
ュ
ナ
イ

ダ
ー
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
、
Ａ

Ｂ
Ｂ
な
ど
世
界
の
主
要
な
プ

レ
イ
ヤ
ー
も
含
め
、
毎
回
４

０
０
０
社
を
超
え
る
企
業
の

出
展
、
10
万
人
を
超
え
る
来

場
者
が
あ
り
、
産
業
界
に
と

っ
て
欠
か
せ
な
い
一
大
イ
ベ

ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
２
０

１
１
年
に
は
「
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
４
・
０
」
が
初
お
披
露

目
さ
れ
る
な
ど
、
産
業
分
野

の
最
新
ト
レ
ン
ド
の
発
信
の

　
４
月
22
日
か
ら
26
日
に
ド

イ
ツ
・
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
市
で

行
わ
れ
た
、
世
界
最
大
規
模

の
国
際
産
業
見
本
市
「
ハ
ノ

ー
バ
ー
メ
ッ
セ
２
０
２
４
」

を
見
学
し
て
き
た
。
会
場
の

様
子
と
、
現
地
で
感
じ
た
こ

と
を
振
り
返
る
。

場
、
未
来
を
占
う
重
要
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い

る
。

　
２
０
２
４
年
は
「
Ｅ
ｎ
ｅ

ｒ
ｇ
ｉ
ｚ
ｉ
ｎ
ｇ
　
ａ
　
Ｓ

ｕ
ｓ
ｔ
ａ
ｉ
ｎ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ
　

Ｉ
ｎ
ｄ
ｕ
ｓ
ｔ
ｒ
ｙ
（
持
続

可
能
な
産
業
を
活
性
化
す

る
）」を
テ
ー
マ
に
、
水
素
や

燃
料
電
池
を
中
心
と
し
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
関
連
と
脱
炭
素
・

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ

の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
、
産
業

領
域
に
お
け
る
生
成
Ａ
Ｉ
の

活
用
、
世
界
的
な
人
手
不
足

対
策
に
向
け
た
自
動
化
技
術

な
ど
に
ス
ポ
ッ
ト
が
当
て
ら

れ
、
各
社
は
そ
れ
に
類
す
る

製
品
や
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
等

の
展
示
を
行
っ
て
い
た
。

番外編
ハノーバーメッセ訪問記

景
気
低
迷
の
影
響
で
規
模
縮
小
も

先
進
ト
レ
ン
ド
発
信
は
変
わ
ら
ず

チ
ャ
ン
ス
を
活
か
せ

電
化
新
時
代
に
向
け
、盤
を

大
量
、効
率
的
に
作
る
技
術
進
化

未
来
を
描
き
、道
の
り
を
示
す

日
本
に
足
り
な
い
ア
プ
ロ
ー
チ

　
全
体
を
通
じ
て
コ
ン
セ
プ

ト
重
視
だ
っ
た
と
感
想
を
述

べ
た
が
、
裏
を
返
せ
ば
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
産
業
界
、
Ｆ
Ａ

業
界
は
10
年
後
、
20
年
後
の

社
会
の
姿
を
は
っ
き
り
と
描

き
、
展
示
会
で
は
そ
れ
を
構

成
す
る
技
術
や
考
え
方
、
さ

ら
に
は
そ
こ
に
至
る
ま
で
に

必
要
な
技
術
や
製
品
を
展
示

し
、
そ
こ
に
到
達
す
る
ま
で

の
道
の
り
を
示
し
て
い
た
と

い
う
こ
と
。
各
社
は
そ
れ
を

も
っ
て
会
場
に
顧
客
、
特
に

経
営
層
や
キ
ー
マ
ン
を
招

き
、
ト
ッ
プ
同
士
が
膝
を
突

き
合
わ
せ
て
話
す
こ
と
で
お

互
い
に
意
志
を
共
有
し
て
い

た
。
会
場
の
い
た
る
と
こ
ろ

で
そ
う
し
た
商
談
の
姿
が
見

ら
れ
、
こ
れ
は
、
来
場
す
る

現
場
層
に
向
け
て
、
今
す
ぐ

購
入
し
て
使
え
る
技
術
や
製

品
を
並
べ
、
目
の
前
の
課
題

解
決
を
重
視
す
る
日
本
の
ア

プ
ロ
ー
チ
と
ま
っ
た
く
異
な

っ
て
い
た
。

　
先
行
き
不
透
明
な
時
代
と

言
わ
れ
る
な
か
で
も
、
未
来

と
筋
道
を
は
っ
き
り
描
き
、

そ
こ
に
必
要
な
製
品
・
技
術

を
提
案
す
る
か
ら
こ
そ
経
営

層
に
は
響
き
や
す
く
、
大
規

模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ

て
も
実
現
の
イ
メ
ー
ジ
が
湧

き
や
す
い
。
日
本
で
こ
う
し

た
ア
プ
ロ
ー
チ
が
で
き
、
そ

れ
が
定
着
す
る
か
は
分
か
ら

な
い
。
し
か
し
日
本
市
場
を

進
化
さ
せ
つ
つ
、
さ
ら
に
海

外
市
場
を
攻
略
す
る
に
は
必

要
な
こ
と
だ
。
海
外
展
示
会

は
そ
う
し
た
気
付
き
と
刺
激

を
与
え
て
く
れ
る
。
ハ
ノ
ー

バ
ー
メ
ッ
セ
視
察
は
行
く
だ

け
で
も
価
値
が
あ
る
。

　
多
く
の
技
術
を
見
る
な
か

で
、
特
に
印
象
に
残
っ
た
の

が
Ｆ
Ａ
機
器
各
社
の
「
盤
の

製
造
効
率
化
」
へ
の
取
り
組

み
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
脱
炭

素
・
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
を
強
く
推
進
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
見
方
を
変
え
れ

ば
、
発
電
、
送
電
、
配
電
、

蓄
電
、
電
力
使
用
の
あ
り
方

を
大
き
く
変
え
、
新
し
い
仕

組
み
に
再
構
築
し
よ
う
と
い

う
「
電
化
の
新
時
代
」
の
到

来
。
そ
の
実
現
に
は
盤
の
製

造
効
率
化
へ
の
取
り
組
み
が

不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
技
術

展
示
が
目
立
っ
た
。

　
電
化
新
時
代
で
は
、
既
設

の
盤
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
と
と

も
に
、
Ｅ
Ｖ
充
電
器
を
は
じ

め
、
自
動
化
に
伴
っ
て
こ
れ

ま
で
以
上
に
屋
内
外
で
盤
の

数
が
必
要
と
な
る
。
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
は
人
手
不
足
の
な
か

で
も
大
量
の
盤
を
作
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
未
来
が
す
ぐ

そ
こ
に
来
て
お
り
、
ハ
ノ
ー

バ
ー
メ
ッ
セ
２
０
２
４
で

は
、
そ
う
し
た
時
代
に
向
け

て
よ
り
効
率
的
な
盤
製
造
に

役
立
つ
製
品
・
技
術
を
紹
介

し
つ
つ
、
盤
の
設
計
・
製
造

の
自
動
化
へ
の
筋
道
を
示
し

て
い
た
。

　
例
え
ば
、
フ
エ
ニ
ッ
ク
ス

・
コ
ン
タ
ク
ト
の
新
し
い
プ

ッ
シ
ュ
イ
ン
技
術
「
Ｐ
ｕ
ｓ

ｈ
―
Ｘ
」
。
こ
れ
ま
で
以
上

に
軽
い
力
で
結
線
作
業
が
で

き
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
固
め
の

電
線
で
あ
れ
ば
フ
ェ
ル
ー
ル

い
ら
ず
で
も
差
し
込
ん
で
確

実
に
結
線
で
き
る
。
軽
い
差

し
込
み
＝
ロ
ボ
ッ
ト
が
つ
ま

ん
で
押
し
込
む
こ
と
も
可
能

で
あ
り
、
実
際
に
ブ
ー
ス
で

は
ロ
ボ
ッ
ト
が
電
線
を
端
子

台
に
挿
し
込
む
装
置
が
展
示

さ
れ
、
ロ
ボ
ッ
ト
で
配
線
作

業
が
で
き
る
、
近
未
来
の
盤

製
造
の
姿
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ

て
い
た
。

　
リ
タ
ー
ル
・
Ｅ
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

の
ブ
ー
ス
で
も
、
電
気
Ｃ
Ａ

Ｄ
の
設
計
デ
ー
タ
を
電
線
自

動
加
工
機
に
送
る
と
、
そ
の

機
械
が
自
動
で
必
要
な
長
さ

と
本
数
を
そ
ろ
え
て
準
備
し

て
く
れ
、
さ
ら
に
そ
の
加
工

済
み
の
電
線
が
作
業
台
に
送

ら
れ
て
、
作
業
員
は
あ
ま
り

考
え
ず
に
組
み
立
て
作
業
に

没
頭
で
き
る
製
造
支
援
の
包

括
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
展

示
。
ま
た
、
同
様
に
電
気
Ｃ

Ａ
Ｄ
の
設
計
デ
ー
タ
を
活
用

し
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
が
機
器
配

置
か
ら
配
線
を
す
る
自
動
組

み
立
て
の
デ
モ
を
行
っ
て
い

た
。
ワ
ゴ
で
も
同
様
に
ロ
ボ

ッ
ト
を
使
っ
た
盤
の
組
み
立

て
デ
モ
を
実
施
し
、
電
気
設

計
デ
ー
タ
を
製
造
工
程
に
活

用
す
る
こ
と
で
、
ロ
ボ
ッ
ト

を
使
っ
た
全
自
動
組
み
立
て

も
理
論
的
に
は
可
能
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
た
。

　
通
算
5
回
目
の
見
学
だ
っ

た
が
、
今
回
も
変
わ
ら
ず
、

出
展
社
の
数
も
エ
リ
ア
も
種

類
も
日
本
の
ど
の
展
示
会
よ

り
も
多
岐
に
わ
た
り
、
世
界

中
か
ら
人
と
モ
ノ
、
技
術
が

集
ま
る
様
子
に
は
感
動
し

た
。
そ
の
一
方
で
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
景
気
の
悪
さ
や
業
績

の
厳
し
さ
か
ら
か
、
ブ
ー
ス

規
模
が
昨
年
よ
り
も
小
さ
く

な
っ
て
い
た
り
、
ジ
ッ
ク
や

バ
ル
ー
フ
、
ワ
イ
ド
ミ
ュ
ラ

ー
、
ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
、
オ
ム

ロ
ン
な
ど
毎
年
比
較
的
大
き

な
ブ
ー
ス
を
構
え
て
い
た
主

要
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
自
社
ブ
ー

ス
で
出
展
し
て
い
な
い
企
業

も
あ
っ
た
り
で
、
そ
こ
は
少

し
残
念
だ
っ
た
。

　
ま
た
以
前
は
モ
ー
シ
ョ
ン

ド
ラ
イ
ブ
、
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど

の
出
展
者
が
多
く
、
コ
ン
ポ

ー
ネ
ン
ツ
や
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア

関
連
の
エ
リ
ア
が
充
実
し
て

い
た
が
、
年
々
縮
小
気
味
。

そ
れ
に
対
し
て
マ
イ
ク
ロ
ソ

フ
ト
や
Ａ
Ｗ
Ｓ
、
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ

ｌ
ｅ
　
Ｃ
ｌ
ｏ
ｕ
ｄ
な
ど
デ

ジ
タ
ル
関
連
の
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
や
シ
ス
テ
ム
、
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
等
の
出
展
が
増
え
、

年
々
エ
リ
ア
も
広
が
り
、
人

も
多
く
活
況
だ
っ
た
。
デ
ジ

タ
ル
化
の
進
化
・
進
展
、
ト

レ
ン
ド
の
変
化
を
肌
で
感
じ

日
本
か
ら
の
来
場
が
増
え
、

出
展
企
業
も
増
え
て
海
外
市

場
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
人
と

企
業
が
増
え
る
と
同
時
に
、

世
界
と
日
本
の
タ
イ
ム
ラ

グ
、
ギ
ャ
ッ
プ
が
埋
ま
る
こ

と
に
期
待
し
た
い
。

る
と
と
も
に
、
展
示
内
容
が

Ｏ
Ｔ
か
ら
Ｉ
Ｔ
、
フ
ィ
ー
ル

ド
か
ら
上
位
シ
ス
テ
ム
、
ハ

ー
ド
か
ら
ソ
フ
ト
、
シ
ス
テ

ム
へ
と
シ
フ
ト
し
て
お
り
、

現
場
で
使
え
る
機
器
や
実
践

技
術
を
紹
介
す
る
場
と
い
う

よ
り
も
自
社
の
コ
ン
セ
プ
ト

や
ビ
ジ
ョ
ン
、
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
を
伝
え
る
場
と
い
っ
た

印
象
を
強
く
感
じ
た
。

　
だ
か
ら
と
言
っ
て
産
業
の

最
先
端
技
術
を
見
ら
れ
る
展

示
会
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り

は
な
く
、
ハ
ノ
ー
バ
ー
メ
ッ

セ
で
見
た
ト
レ
ン
ド
や
技
術

が
数
年
後
に
日
本
に
入
っ
て

き
て
本
格
化
す
る
の
は
間
違

い
な
い
。
い
ち
早
く
そ
の
情

報
を
仕
入
れ
る
た
め
に
も
実

際
に
会
場
に
行
っ
て
雰
囲
気

を
感
じ
、
技
術
を
見
て
、
学

ぶ
こ
と
が
大
事
に
な
る
が
、

今
回
は
過
去
５
回
の
う
ち
、

会
場
で
最
も
多
く
日
本
人
を

見
か
け
た
の
は
と
て
も
好
印

象
だ
っ
た
。
来
年
は
さ
ら
に

　
︻
お
知
ら
せ
︼

　
次
号
第
３
６
７
号
は
６

月
５
日
に
発
行
い
た
し
ま

す
。

 

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
新
聞

　
白
書
に
よ
る
と
、
中
小
企

業
の
業
況
感
は
、
２
０
２
３

年
は
年
末
に
か
け
て
売
り
上

げ
の
好
転
に
一
服
感
が
見
ら

れ
た
も
の
の
、
中
小
企
業
の

業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
は
高
水
準
で

推
移
し
、
状
況
は
全
体
と
し

て
改
善
基
調
が
続
い
て
い

る
。
そ
の
一
方
で
、
原
材
料

高
や
求
人
難
が
経
営
課
題
と

し
て
上
が
っ
て
お
り
、
人
手

不
足
が
よ
り
深
刻
化
。
こ
の

数
年
、
人
手
不
足
対
策
と
し

て
女
性
や
高
齢
者
の
就
業
、

副
業
等
を
推
進
し
、
実
際
に

広
が
っ
て
き
た
が
、
そ
れ
も

頭
打
ち
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
さ
ら
に
、
時
間
外
労
働

の
上
限
制
限
に
よ
っ
て
雇
用

者
１
人
当
た
り
の
労
働
時
間

も
減
少
傾
向
に
あ
り
、
人
材

・
労
働
力
の
供
給
面
で
の
制

約
、
不
安
が
増
し
て
き
て
い

る
と
し
た
。

　
こ
う
し
た
人
手
不
足
の
状

況
に
対
し
、
人
材
の
採
用
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
省
力
化

や
自
動
化
に
向
け
た
設
備
投

資
も
重
要
な
要
素
と
し
て
挙

げ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
省
力

化
や
自
動
化
投
資
は
生
産
性

向
上
を
進
め
る
大
企
業
が
中

心
と
な
り
、
中
小
企
業
は
資

金
面
の
弱
さ
か
ら
保
留
や
後

回
し
に
な
っ
て
い
た
が
、
人

手
不
足
の
深
刻
さ
が
加
速
し

て
い
る
こ
と
で
中
小
企
業
も

自
動
化
投
資
か
ら
目
を
背
け

ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
ま

た
人
材
確
保
や
定
着
の
た
め

に
賃
上
げ
等
に
も
応
じ
、
支

出
が
増
え
た
分
を
埋
め
る
た

め
の
売
り
上
げ
増
加
が
必
要

と
な
っ
て
い
る
企
業
も
増

え
、
省
力
化
・
自
動
化
は
不

可
避
で
、
設
備
投
資
へ
待
っ

た
な
し
の
状
況
に
な
っ
て
い

る
。

Ｆ
Ａ
企
業
の
役
割
高
ま
る

生産性向上・人手不足対策に設備投資必須
中小企業庁、2024年版 中小企業白書・小規模企業白書

　
中
小
企
業
庁
は
、
２
０
２
４
年
版
の
「
中
小
企
業
白
書
」
と
「
小
規
模
企
業
白
書
」

を
ま
と
め
た
。
中
小
・
小
規
模
企
業
は
コ
ロ
ナ
禍
の
落
ち
込
み
か
ら
回
復
傾
向
に
あ
る

が
、
人
手
不
足
の
深
刻
化
が
一
層
進
み
、
生
産
性
向
上
が
必
須
な
状
況
に
あ
る
。
そ
の

対
策
と
し
て
自
動
化
・
Ｄ
Ｘ
推
進
が
今
ま
で
以
上
に
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
、
Ｆ
Ａ
企

業
に
と
っ
て
好
機
到
来
だ
。

　
実
際
、
中
小
企
業
は
投
資

に
積
極
的
な
姿
勢
を
見
せ
て

お
り
、
経
営
方
針
と
し
て

「
新
規
需
要
を
獲
得
す
る
た

め
の
行
動
が
必
要
」
ま
た

は
、
「
付
加
価
値
を
高
め
る

た
め
の
行
動
が
必
要
」
と
考

え
る
企
業
は
９
割
に
上
っ
て

い
る
。
投
資
行
動
に
意
欲
的

な
中
小
企
業
は
経
常
利
益
、

労
働
生
産
性
を
高
め
て
い
る

傾
向
に
あ
り
、
変
化
す
る
外

部
環
境
に
対
応
す
る
た
め
に

も
小
さ
な
取
り
組
み
で
も
行

動
し
て
い
く
姿
勢
が
求
め
ら

れ
る
。
投
資
の
中
身
に
つ
い

て
も
、
人
材
育
成
な
ど
人
へ

の
投
資
、
設
備
投
資
、
Ｍ
＆

Ａ
、
研
究
開
発
投
資
が
有
効

で
あ
り
、
成
長
に
向
け
て
は

自
社
に
と
っ
て
最
適
な
投
資

活
動
を
検
討
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
と
し
、
さ
ら
に
成
長

投
資
に
向
け
た
資
金
調
達
手

段
の
検
討
も
必
要
と
し
て
い

る
。

　
白
書
で
は
、
中
小
企
業
・

小
規
模
企
業
を
取
り
巻
く
状

況
分
析
と
そ
の
対
策
、
環
境

変
化
に
対
応
す
る
中
小
企
業

の
分
析
、
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
を
支
え
る
支
援
機

関
の
取
り
組
み
の
紹
介
の
ほ

か
、
参
考
事
例
集
と
し
て
コ

ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
た
取
り

組
み
や
事
業
承
継
、
省
力
化

投
資
、
売
り
上
げ
確
保
、
支

援
機
関
と
の
連
携
な
ど
の
具

体
的
な
取
り
組
み
を
紹
介
し

て
い
る
。

低
圧
遮
断
器
の
製
造
強
化

ベ
ト
ナ
ム
に
新
た
な
合
弁
会
社

三菱電機

ENEOS、プリファードネットワークス

ＡＩ自動運転を開始
川崎製油所の常圧蒸留装置

三菱電機と三菱電機モビリティ、アイシン
次世代電動車関連
製品の開発・製造 合弁会社設立

ギ
ネ
ス
世
界
記
録
認
定

パ
ズ
ル

キ
ュ
ー
ブ

最
速
で
解
く
ロ
ボ
ッ
ト

　
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
と
Ｐ
ｒ
ｅ
ｆ

ｅ
ｒ
ｒ
ｅ
ｄ
　
Ｎ
ｅ
ｔ
ｗ
ｏ

ｒ
ｋ
ｓ
（
プ
リ
フ
ァ
ー
ド
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
）
は
、
Ｅ
Ｎ

Ｅ
Ｏ
Ｓ
川
崎
製
油
所
で
原
油

　
三
菱
電
機
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
市
場
に
お
け
る
Ｆ
Ａ
機
器

蒸
留
装
置
は
、
温
度
、
圧

力
、
流
量
、
製
品
性
状
な

ど
、
制
御
対
象
と
し
て
い
る

要
素
数
（
24
個
）
や
予
測
に

用
い
る
入
力
セ
ン
サ
ー
数

（
９
３
０
個
）
が
多
く
、
運

転
制
御
・
操
作
に
は
熟
練
の

技
術
や
知
識
が
必
要
と
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
常

圧
蒸
留
装
置
の
運
転
を
Ａ
Ｉ

に
よ
っ
て
自
動
化
し
、
24
個

の
運
転
重
要
因
子
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
監
視
し
、
13
個
の

バ
ル
ブ
を
同
時
に
操
作
し
、

原
油
の
処
理
量
変
更
や
種
類

の
切
り
替
え
時
の
調
整
作
業

を
自
動
で
行
い
、
手
動
操
作

を
超
え
る
経
済
性
と
効
率
性

ナ
ム
は
２
０
１
４
年
か
ら
ベ

ト
ナ
ム
で
操
業
を
開
始
し
、

三
菱
電
機
福
山
製
作
所
の
製

造
委
託
先
と
し
て
小
形
低
圧

遮
断
器
の
製
造
を
行
っ
て
き

た
。
新
合
弁
会
社
で
は
小
形

低
圧
遮
断
器
に
加
え
、
２
０

２
５
年
1
月
か
ら
は
気
中
遮

断
器
の
製
造
も
開
始
す
る
。

ト
ナ
ム
）
」
と
し
て
６
月
１

日
か
ら
事
業
を
開
始
す
る
。

　
冨
士
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
ベ
ト

　
三
菱
電
機
は
、
高
速
・
高

精
度
Ｆ
Ａ
機
器
と
制
御
技
術

を
組
み
合
わ
せ
た
ロ
ボ
ッ
ト

で
「
パ
ズ
ル
キ
ュ
ー
ブ
を
最

速
で
解
く
ロ
ボ
ッ
ト
」
の
ギ

ネ
ス
世
界
記
録
に
挑
戦
し
、

こ
れ
ま
で
の
認
定
記
録
０
・

38
秒
を
上
回
る
世
界
最
速
の

０
・
３
０
５
秒
を
達
成
し
、

５
月
21
日
に
ギ
ネ
ス
世
界
記

録
に
認
定
さ
れ
た
＝
写
真
。

　
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
を
実
現

し
た
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ

Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｔ
ｂ
ｏ
ｔ
（
ト
ク
フ

ァ
ス
ト
ボ
ッ
ト
）
」
は
、
回

転
機
構
に
小
型
・
高
出
力
で

信
号
応
答
性
の
高
い
サ
ー
ボ

モ
ー
タ
を
使
用
し
、
90
度
回

転
０
・
０
０
９
秒
の
動
作
と

独
自
の
Ａ
Ｉ
技
術
を
応
用
し

モ
ー
タ
、
電
力
変
換
器
（
イ

ン
バ
ー
タ
な
ど
）、制
御
ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
の
開
発
・
製
造
・

販
売
を
行
う
合
弁
会
社
の
設

立
に
基
本
合
意
し
た
。

　
三
菱
電
機
グ
ル
ー
プ
は
、

パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
、
モ
ー
タ
技
術
、
制
御
最

適
化
技
術
に
強
み
を
持
ち
、

こ
れ
ま
で
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

を
中
心
に
電
動
化
事
業
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
ア
イ
シ
ン

は
電
動
ユ
ニ
ッ
ト
の
開
発
で

広
範
な
製
品
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

を
持
ち
、
世
界
中
の
顧
客
に

提
供
さ
れ
て
い
る
。
三
菱
電

機
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
持
つ
モ
ー

タ
、
電
力
変
換
器
、
制
御
最

適
化
技
術
を
進
化
さ
せ
つ

つ
、
ア
イ
シ
ン
が
持
つ
イ
ン

テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
車
両
適

合
技
術
・
シ
ス
テ
ム
統
合
技

術
）
の
技
術
力
と
の
シ
ナ
ジ

ー
効
果
を
発
揮
し
、
新
製
品

の
開
発
を
進
め
る
。

　
新
合
弁
会
社
の
持
ち
株
比

率
は
、
三
菱
電
機
グ
ル
ー
プ

が
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
株
主
と
し

て
66
％
の
持
ち
分
を
保
有

し
、
ア
イ
シ
ン
は
34
％
の
持

ち
分
を
持
つ
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

株
主
と
な
る
。

た
色
認
識
ア
ル
ゴ

リ
ズ
ム
に
よ
る
ロ

ボ
ッ
ト
制
御
を
行

い
世
界
記
録
を
達

成
。
サ
ー
ボ
モ
ー

タ
や
シ
ー
ケ
ン

サ
、
産
業
用
Ｐ

Ｃ
、
タ
ッ
チ
パ
ネ

ル
表
示
機
器
、
カ

メ
ラ
な
ど
の
同
社

製
品
と
技
術
で
ロ

ボ
ッ
ト
機
構
を
構
成
し
、
機

器
間
の
高
速
な
信
号
接
続
と

制
御
を
実
現
し
て
い
る
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
が
パ
ズ
ル
を
解

く
様
子
は
同
社
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
公
開
し

て
い
る
。

を
実
現
す
る
。

　
両
社
は
同
技
術
を
他
の
製

油
所
へ
も
展
開
し
、
さ
ら
に

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
パ
ッ
ケ
ー

ジ
と
し
て
一
般
販
売
し
て
い

く
。

の
需
要
拡
大
に
対
応
す
る
た

め
、
富
士
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
と

の
間
で
、
子
会
社
の
富
士
ベ

ー
ク
ラ
イ
ト
ベ
ト
ナ
ム
の
持

ち
分
80
％
の
取
得
に
関
す
る

契
約
を
締
結
し
、
新
社
名
を

「
Ｍ
ｉ
ｔ
ｓ
ｕ
ｂ
ｉ
ｓ
ｈ
ｉ

　
Ｅ
ｌ
ｅ
ｃ
ｔ
ｒ
ｉ
ｃ
　
Ｆ

Ｐ
　
Ａ
ｕ
ｔ
ｏ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
　
Ｖ
ｉ
ｅ
ｔ
ｎ
ａ
ｍ
　
Ｃ

ｏ
．
，
Ｌ
ｔ
ｄ
．（
三
菱
電
機

Ｆ
Ｐ
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
ベ

処
理
を
行
う
常
圧
蒸
留
装
置

の
自
動
運
転
を
Ａ
Ｉ
技
術
に

よ
っ
て
開
始
し
た
＝
写
真
。

　
同
技
術
は
、
人
の
技
量
に

左
右
さ
れ
な
い
プ
ラ
ン
ト
の

安
定
運
転
を
確
立
し
、
保
安

力
の
向
上
に
貢
献
す
る
シ
ス

テ
ム
と
し
て
２
０
１
８
年
度

か
ら
両
社
共
同
で
開
発
に
取

り
組
ん
で
き
た
も
の
。
常
圧

　
三
菱
電
機

と
三
菱
電
機

モ
ビ
リ
テ

ィ
、
ア
イ
シ

ン
は
、
電
気

自
動
車
（
Ｂ

Ｅ
Ｖ
）
、
プ

ラ
グ
イ
ン
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド

車
（
Ｐ
Ｈ
Ｅ

Ｖ
）
、
そ
の

他
の
電
動
車

向
け
の
駆
動
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Ｆ
Ａ
販
売
店
は
自
動
化
を
構

成
す
る
機
器
や
部
品
の
売
買
仲

介
を
な
り
わ
い
と
す
る
。

　
Ｆ
Ａ
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
立
ち
上

が
っ
て
広
が
り
を
見
せ
始
め
た

頃
に
、
こ
の
Ｆ
Ａ
機
器
部
品
に

注
目
し
力
を
入
れ
た
販
売
店
に

は
い
く
つ
か
の
系
統
が
あ
っ

た
。
多
か
っ
た
の
は
モ
ー
タ
や

電
線
を
扱
う
電
設
資
材
店
、
機

械
部
品
や
工
具
を
扱
う
工
具

店
、
モ
ー
タ
ー
修
理
・
工
事

店
、
そ
し
て
現
在
の
電
子
部
品

系
統
の
ラ
ジ
オ
パ
ー
ツ
店
で
あ

っ
た
。
Ｆ
Ａ
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
成

長
と
共
に
一
部
の
販
売
店
は
内

部
に
制
御
専
用
の
組
織
を
作
っ

て
活
動
を
始
め
た
。
ま
た
販
売

店
か
ら
率
先
し
て
独
立
し
、
制

御
専
門
の
販
売
店
を
作
っ
た
。

こ
れ
ら
制
御
に
注
目
し
た
販
売

店
を
メ
ー
カ
ー
は
販
売
チ
ャ
ネ

ル
と
し
て
組
織
し
て
特
約
契
約

を
結
ん
だ
。

　
や
が
て
小
規
模
事
業
を
含
め

て
、
30
万
社
と
も
言
わ
れ
た
も

の
づ
く
り
製
造
業
が
、
制
御
機

器
や
部
品
を
使
用
す
る
よ
う
に

な
る
と
、
特
約
契
約
店
だ
け
で

は
マ
ー
ケ
ッ
ト
カ
バ
ー
が
行
き

届
か
な
く
な
っ
た
。
特
約
店
か

ら
商
品
を
購
入
し
て
、
ユ
ー
ザ

ー
へ
納
入
し
て
い
る
販
売
店
の

中
か
ら
、
制
御
機
器
部
品
に
力

を
入
れ
よ
う
と
す
る
販
売
店

を
、
２
次
扱
い
店
と
し
て
契
約

を
結
ん
だ
。

　
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
拡
大
基
調
で

あ
っ
た
か
ら
メ
ー
カ
ー
の
チ
ャ

ネ
ル
政
策
は
功
を
奏
し
た
。
そ

れ
以
降
、
メ
ー
カ
ー
競
合
の
激

化
や
商
品
構
成
の
変
化
に
応
じ

て
販
売
チ
ャ
ネ
ル
の
改
編
は
あ

っ
た
が
、
１
次
、
２
次
の
契
約

店
の
形
態
は
変
わ
っ
て
な
い
。

　
工
場
の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン

化
が
進
み
、
Ｆ
Ａ
が
ら
み
の
マ

ー
ケ
ッ
ト
は
大
き
く
な
っ
た

が
、
Ｆ
Ａ
販
売
店
が
関
わ
っ
て

い
る
商
品
は
あ
く
ま
で
も
制
御

回
路
上
の
商
品
が
主
体
で
あ

る
。
制
御
回
路
部
の
前
後
に
あ

る
の
は
セ
ン
サ
部
と
動
力
に
直

結
す
る
駆
動
部
で
あ
り
、
一
般

的
に
Ｆ
Ａ
販
売
店
は
セ
ン
サ
部

に
は
積
極
的
で
あ
る
が
駆
動
部

に
は
そ
れ
ほ
ど
力
を
入
れ
て
は

い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
Ｆ
Ａ
マ

ー
ケ
ッ
ト
の
歴
史
が
セ
ン
サ
で

あ
る
マ
イ
ク
ロ
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ

ッ
チ
と
制
御
の
リ
レ
ー
か
ら
始

ま
っ
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。

リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
は
半
導
体

の
進
化
に
よ
っ
て
各
種
の
セ
ン

サ
に
進
化
し
、
現
在
で
は
画
像

処
理
の
認
識
セ
ン
サ
と
し
て
発

展
し
て
い
る
。
各
種
の
リ
レ
ー

も
、
や
は
り
半
導
体
の
進
化
に

よ
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
部
の
要

と
な
っ
て
い
る
Ｐ
Ｌ
Ｃ
に
形
を

変
え
て
い
る
。
こ
う
し
て
み
る

と
Ｆ
Ａ
販
売
店
の
売
り
上
げ
の

主
力
と
な
っ
て
い
る
Ｆ
Ａ
商
品

は
、
マ
イ
ク
ロ
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ

ッ
チ
と
リ
レ
ー
が
売
れ
る
マ
ー

ケ
ッ
ト
か
ら
大
き
く
外
れ
て
は

い
な
い
。

　
昨
今
、
Ｆ
Ａ
販
売
店
は
サ
ー

ボ
モ
ー
タ
に
力
を
入
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
も
動
力
直
結
の
駆
動

部
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
売
り
込
ん

で
い
る
の
で
は
な
く
、
高
度
な

位
置
セ
ン
サ
付
き
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
と
し
て
販
売
し
て
い
る
。
ま

た
同
じ
駆
動
部
で
あ
る
電
動
シ

リ
ン
ダ
ー
も
そ
れ
ま
で
の
空
圧

式
、
油
圧
式
の
シ
リ
ン
ダ
ー
と

違
い
、
速
度
や
作
動
位
置
を
細

か
に
制
御
で
き
る
か
ら
、
駆
動

部
と
し
て
で
な
く
制
御
部
商
品

と
し
て
売
り
込
む
よ
う
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
同
じ
Ｆ
Ａ
領

域
な
の
だ
が
駆
動
部
に
真
剣
に

目
が
向
い
て
い
な
い
。
そ
の
理

由
は
、
Ｆ
Ａ
商
品
メ
ー
カ
ー
の

販
売
チ
ャ
ネ
ル
政
策
が
販
売
店

に
強
い
影
響
を
与
え
て
き
た
せ

い
で
あ
る
。
し
か
し
昨
今
で
は

メ
ー
カ
ー
と
販
売
店
の
関
わ
り

は
弱
く
な
っ
て
い
る
。
特
に
２

次
扱
い
店
は
メ
ー
カ
ー
か
ら
直

接
的
に
強
い
影
響
は
な
く
、
単

な
る
１
次
店
経
由
で
商
品
が
流

れ
る
物
流
機
能
に
な
っ
て
い

る
。
元
来
、
１
次
、
２
次
の
販

売
網
を
大
事
に
し
て
き
た
背
景

に
は
、
津
々
浦
々
に
散
財
し
て

い
る
ユ
ー
ザ
ー
へ
Ｆ
Ａ
商
品
情

報
を
届
け
た
い
と
い
う
メ
ー
カ

ー
の
思
い
が
あ
っ
た
。
次
々
と

生
ま
れ
る
Ｆ
Ａ
商
品
の
勉
強
会

を
頻
繁
に
実
施
し
て
、
機
能
や

使
い
方
の
説
明
を
販
売
員
に
し

て
も
ら
う
こ
と
だ
っ
た
。

　
今
で
は
Ｆ
Ａ
機
器
を
知
ら
な

い
ユ
ー
ザ
ー
は
珍
し
い
。
さ
ら

に
、
津
々
浦
々
に
届
け
て
い
た

情
報
は
ネ
ッ
ト
環
境
が
そ
の
役

割
を
担
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
背
景
か
ら
、
メ
ー
カ
ー
と
契

約
販
売
店
の
関
係
は
密
着
関
係

か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
イ
ク
の
関
係

に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な

営
業
環
境
を
思
え
ば
、
Ｆ
Ａ
販

売
店
は
メ
ー
カ
ー
戦
略
で
動
く

だ
け
で
な
く
、
他
に
独
自
の
営

業
戦
略
を
持
つ
べ
き
な
の
だ
。

メ
ー
カ
ー
戦
略
だ
け
で
は
な
く

他
に
独
自
の
も
の
を
持
つ
べ
き
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新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

新
エ
ネ
向
け
に
特
化

Ｃ
Ｆ
Ｐ
算
出
・
提
供
も

オムロン　高容量パワーリレー

　
オ
ム
ロ
ン
は
、
高
容
量
パ
ワ
ー
リ
レ
ー
「
Ｇ
９
Ｋ
Ｂ

シ
リ
ー
ズ
」
に
つ
い
て
、
蓄
電
シ
ス
テ
ム
な
ど
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
機
器
向
け
に
特
化
し
た
高
容
量
パ
ワ
ー
リ
レ
ー

「
Ｇ
９
Ｋ
Ｂ
―
Ｅ
」
を
発
売
し
、
合
わ
せ
て
カ
ー
ボ
ン

フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
（
Ｃ
Ｆ
Ｐ
）
の
算
出
と
提
供
を
開
始

し
た
。

　
Ｇ
９
Ｋ
Ｂ
シ
リ
ー
ズ
は
、

Ｄ
Ｃ
６
０
０
Ｖ
、
50
Ａ
の
双

方
向
開
閉
が
で
き
る
高
容
量

パ
ワ
ー
リ
レ
ー
。
使
用
周
囲

温
度
85
度
を
満
た
す
耐
熱
性

を
持
ち
、
接
点
間
隔
は
３
･

６
㍉
㍍
以
上
で
、
初
期
接
触

抵
抗
は
５
ｍ
Ω
以
下
の
低
抵

抗
を
達
成
し
、
高
い
信
頼
性

と
効
率
的
な
性
能
を
備
え
て

い
る
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
ス
ト
レ
ー
ジ

ビ
ジ
ネ
ス
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

新
機
能「
生
成
Ａ
Ｉ
」「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
レ
ポ
ー
ト

」

インフォア

シ
ス
テ
ム
（
Ｅ
Ｓ
Ｓ
）
の
ス

イ
ッ
チ
ン
グ
デ
バ
イ
ス
に
要

求
さ
れ
る
、
Ｕ
Ｌ
６
０
９
４

７
―
４
―
１
と
Ｅ
Ｎ
６
１
８

１
０
―
10
の
認
証
を
取
得
し

て
安
全
規
格
に
適
合
し
、
高

電
圧
、
高
電
流
の
ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
で
の
使
用
に
適
し

て
い
る
。

　
新
製
品
と
な
る
Ｇ
９
Ｋ
Ｂ

―
Ｅ
シ
リ
ー
ズ
は
、
従
来
モ

デ
ル
と
同
等
の
サ
イ
ズ
と
重

量
を
維
持
し
つ
つ
、
性
能
を

大
幅
に
向
上
さ
せ
、
最
大
開

閉
電
圧
は
Ｄ
Ｃ
８
０
０
Ｖ
、

最
大
通
電
電
流
を
１
０
０
A

ま
で
拡
張
。
特
に
15
〜
40
　

kW
ク
ラ
ス
の
蓄
電
シ
ス
テ
ム

や
Ｅ
Ｖ
充
電
器
、
Ｖ
２
Ｘ
な

ど
の
電
力
密
度
が
要
求
さ
れ

る
用
途
に
最
適
と
な
っ
て
い

る
。

か
ら
開
始
し
て
い
る
「
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排

出
量
を
把
握
す
る
実
証
実

験
」
と
連
動
し
て
Ｃ
Ｆ
Ｐ
算

定
の
機
種
展
開
を
加
速
し
て

い
く
。

　
イ
ン
フ
ォ
ア
ジ
ャ
パ
ン

は
、
ク
ラ
ウ
ド
で
提
供
す
る

業
界
特
化
型
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

「
Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ
　
Ｃ
ｌ
ｏ
ｕ

ｄ
　
Ｓ
ｕ
ｉ
ｔ
ｅ
」
に
つ
い

て
、
新
機
能
と
し
て
業
界
特

化
型
の
生
成
Ａ
Ｉ
「
Ｉ
ｎ
ｆ

ｏ
ｒ
　
Ｇ
ｅ
ｎ
Ａ
Ｉ
」
と

「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
レ
ポ
ー
ト
機
能
」

の
提
供
を
開
始
し
た
。

　
同
社
は
、
Ａ
Ｗ
Ｓ
な
ど
ク

ラ
ウ
ド
環
境
の
上
に
Ｏ
Ｓ
と

し
て
「
Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ
Ｏ
Ｓ
」

を
構
築
し
、
さ
ら
に
そ
の
上

に
業
務
を
実
行
す
る
Ｍ
Ｅ
Ｓ

や
Ｐ
Ｌ
Ｍ
な
ど
の
ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い
る

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
メ
ー
カ
ー
。

業
界
特
化
型
と
ク
ラ
ウ
ド
型

で
の
提
供
が
特
長
で
、
シ
ス

テ
ム
本
稼
働
ま
で
の
時
間
と

コ
ス
ト
を
最
小
限
に
抑
え
ら

れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
ほ
ど
新
機
能
と
し

て
、
製
造
業
か
ら
ヘ
ル
ス
ケ

ア
、
流
通
業
ま
で
の
幅
広
い

業
界
に
お
け
る
生
産
性
の
最

適
化
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

の
向
上
等
に
向
け
、
業
界
特

化
型
の
生
成
Ａ
Ｉ
「
Ｉ
ｎ
ｆ

ｏ
ｒ
　
Ｇ
ｅ
ｎ
Ａ
Ｉ
」
を
提

供
す
る
こ
と
で
業
界
特
有
の

デ
ー
タ
と
プ
ロ
セ
ス
を
活
用

し
、
大
規
模
言
語
モ
デ
ル
の

機
能
を
統
合
す
る
こ
と
で
業

務
の
自
動
化
と
効
率
化
を
図

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
Ｅ

Ｓ
Ｇ
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
機
能

で
、
企
業
は
環
境
フ
ッ
ト
プ

リ
ン
ト
の
管
理
と
報
告
を
強

化
し
、
社
内
外
の
要
望
に
応

じ
た
適
切
な
デ
ー
タ
提
供
が

可
能
と
な
る
。

受
変
電
設
備
保
安
を
省
力
化

�
日
立
産
機

シ
ス
テ
ム

ス
マ
ー
ト
保
安
サ
ー
ビ
ス

　
村
田
製
作
所
は
、
面
実
装

タ
イ
プ
の
小
型
振
動
セ
ン
サ

デ
バ
イ
ス
「
Ｐ
Ｋ
Ｇ
Ｍ
―
２

０
０
Ｄ
―
Ｒ
」
を
発
売
し

た
。
特
に
予
知
保
全
を
目
的

と
し
て
設
計
さ
れ
、
設
備
の

未
来
の
ト
ラ
ブ
ル
を
予
測

し
、
対
処
す
る
こ
と
で
、
ダ

ッ
ト
が
あ
る
。

　
同
製
品
は
、
５
・
０
㍉
㍍

×
５
・
０
㍉
㍍
×
３
・
５
㍉

㍍
の
小
型
サ
イ
ズ
で
、
既
存

の
機
械
や
設
備
に
簡
単
に
後

付
け
で
き
る
ほ
か
、
ガ
イ
ド

や
ベ
ア
リ
ン
グ
内
に
直
接
搭

載
す
る
こ
と
も
可
能
。
温
度

セ
ン
サ
も
搭
載
し
、
設
備
の

異
常
発
熱
も
検
出
で
き
る
。

圧
電
Ｐ
Ｚ
Ｔ
セ
ラ
ミ
ッ
ク
振

動
検
知
素
子
を
用
い
て
広
帯

域
の
振
動
を
正
確
に
捉
え
る

能
力
を
持
ち
、
金
属
同
士
が

こ
す
れ
合
う
高
周
波
成
分
の

振
動
加
速
度
を
測
定
で
き

る
。
回
転
ベ
ア
リ
ン
グ
で
は

グ
リ
ス
切
れ
や
表
面
の
小
さ

な
傷
の
振
動
デ
ー
タ
を
Ｆ
Ｆ

Ｔ
解
析
し
て
通
常
時
と
の
違

い
を
検
出
し
、
ト
ラ
ブ
ル
が

起
こ
り
そ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ

を
予
知
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

ウ
ン
タ
イ
ム
を
減
少
さ
せ
る

こ
と
を
可
能
に
す
る
。

　
こ
れ
ま
で
Ｆ
Ａ
業
界
で
は

計
画
保
全
や
事
後
保
全
が
行

わ
れ
て
い
た
が
、
近
年
は
あ

ら
ゆ
る
セ
ン
サ
情
報
等
を
用

い
て
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
そ
う

な
タ
イ
ミ
ン
グ
を
予
知
し
、

先
手
を
打
っ
て
対
応
す
る
予

知
保
全
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。
予
知
保
全
で
は
、
設
備

の
予
期
し
な
い
停
止
に
よ
る

ダ
ウ
ン
タ
イ
ム
ロ
ス
を
回
避

で
き
、
保
全
時
期
が
事
前
に

わ
か
る
こ
と
で
補
修
部
品
を

過
剰
保
有
せ
ず
に
済
む
メ
リ

　
日
立
産
機
シ
ス
テ
ム
は
、

セ
ン
サ
ー
に
よ
る
遠
隔
監
視

で
受
変
電
設
備
の
保
安
業
務

の
省
力
化
と
安
定
稼
働
を
支

援
す
る
「
ス
マ
ー
ト
保
安
サ

ー
ビ
ス
」
を
開
始
す
る
。

　
受
変
電
設
備
の
安
定
稼
働

に
は
定
期
的
な
保
安
業
務
が

欠
か
せ
な
い
が
、
Ｅ
Ｖ
普
及

や
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
用
拡
大
に

と
も
な
う
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

新
設
に
よ
り
電
力
需
要
が
増

加
す
る
一
方
、
受
変
電
設
備

の
定
期
点
検
や
保
安
業
務
を

担
う
保
安
員
は
高
齢
化
や
人

手
不
足
が
課
題
と
な
る
。

　
そ
れ
に
対
し
同
サ
ー
ビ
ス

は
「
高
度
保
守
機
能
を
強
化

し
、
受
変
電
設
備
の
Ｌ
Ｃ
Ｍ

を
実
現
す
る
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
開
発
し
た
サ
ー
ビ
ス

で
、
絶
縁
監
視
、
温
湿
度
な

ど
の
セ
ン
サ
ー
で
機
器
の
状

態
を
常
時
監
視
し
、
日
立
産

機
の
設
備
監
視
サ
ー
ビ
ス

「
Ｆ
ｉ
ｔ
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
」
の
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
活
用
し
て

稼
働
状
況
を
遠
隔
地
か
ら
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
監
視
。
従
来

人
手
に
頼
っ
て
い
た
保
安
業

務
の
省
力
化
に
加
え
、
従
来

の
定
期
点
検
に
基
づ
く
保
安

業
務
と
比
較
し
て
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
機
器
の
状
態
を
把
握

で
き
、
電
力
の
安
定
供
給
を

可
能
に
す
る
。
ま
た
、
絶
縁

監
視
装
置
を
キ
ー
コ
ン
ポ
ー

ネ
ン
ト
と
位
置
付
け
て
、
高

圧
・
低
圧
一
括
で
絶
縁
の
状

態
を
常
時
監
視
す
る
こ
と

で
、
絶
縁
抵
抗
測
定
試
験

（
メ
ガ
リ
ン
グ
）
の
実
施
間

隔
延
長
に
も
貢
献
す
る
。

　
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
形
式

は
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
さ
れ
た

簡
単
導
入
タ
イ
プ
と
、
顧
客

の
具
体
的
な
要
望
に
応
じ
て

カ
ス
タ
マ
イ
ズ
可
能
な
タ
イ

プ
の
２
種
類
を
用
意
し
て
い

る
。

熱
事
業
者
対
象
の

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

三
菱
電
機

　
三
菱
電
機
は
、
製
造
業
や

ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
、
熱
供
給
事

業
者
を
対
象
に
、
電
力
と
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
コ
ス
ト
削
減

と
脱
炭
素
化
を
目
指
す
「
熱

関
連
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
」の
提
供
を
開
始
す
る
。

　
同
サ
ー
ビ
ス
は
、
顧
客
の

課
題
に
応
じ
た
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
と
、
デ
ー
タ
分
析
に

よ
る
現
状
把
握
や
施
策
の
提

案
、
デ
ジ
タ
ル
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
導
入
効
果
の

試
算
に
は
じ
ま
り
、
設
備
ご

と
の
熱
シ
ス
テ
ム
設
計
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
高
い
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
チ
ラ
ー
や
エ
コ
キ

ュ
ー
ト
な
ど
の
給
湯
・
産
業

冷
熱
機
器
、
設
備
設
計
・
計

装
制
御
設
計
な
ど
の
熱
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
技
術
を
駆
使

し
た
設
備
導
入
に
加
え
て
、

電
力
と
熱
の
最
適
運
用
を
行

う
Ｅ
Ｍ
Ｓ
技
術
を
組
み
合
わ

せ
て
提
供
す
る
こ
と
で
、
顧

客
の
課
題
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
解
決
す
る
。

　
ま
た
、
運
用
デ
ー
タ
の
分

析
・
評
価
を
基
に
繰
り
返
し

改
善
を
進
め
、
長
期
に
わ
た

る
顧
客
の
脱
炭
素
化
施
策
を

継
続
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

く
。

パ
レ
タ
イ
ジ
ン
グ
ロ
ボ
ッ
ト

デ
ザ
イ
ン
一
新
し

可
搬
重
量
を
拡
大

フ
ァ
ナ
ッ
ク

　
フ
ァ
ナ
ッ
ク
は
、
デ
ザ
イ

ン
を
一
新
し
、
可
搬
重
量
を

拡
大
し
、
動
作
範
囲
と
ス
ピ

ー
ド
を
向
上
さ
せ
た
新
型
パ

予
知
保
全
に
貢
献

小
型
振
動
セ
ン
サ
デ
バ
イ
ス

村田製作所

　
さ
ら
に
、
パ
ワ
ー
コ
ン
デ

ィ
シ
ョ
ナ
ー
や
蓄
電
シ
ス
テ

ム
な
ど
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
機

器
向
け
に
提
供
す
る
高
容
量

パ
ワ
ー
リ
レ
ー
に
お
い
て
、

Ｃ
Ｆ
Ｐ
の
算
出
・
提
供
を
開

始
す
る
。
同
社
は
バ
リ
ュ
ー

チ
ェ
ー
ン
で
の
脱
炭
素
と
環

境
負
荷
の
削
減
を
目
指
し
て

環
境
評
価
制
度
を
導
入
し
、

グ
ロ
ー
バ
ル
基
準
に
基
づ
き

Ｃ
Ｆ
Ｐ
に
お
け
る
自
社
算
定

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
て

お
り
、
顧
客
の
要
望
に
応
じ

て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い

て
Ｃ
Ｆ
Ｐ
を
算
出
し
、
そ
の

デ
ー
タ
を
提
供
す
る
。
同
シ

リ
ー
ズ
の
Ｃ
Ｆ
Ｐ
は
、
Ｉ
Ｓ

Ｏ
１
４
０
６
７
に
基
づ
い
て

算
出
さ
れ
て
お
り
、
第
三
者

機
関
に
よ
る
認
証
も
取
得
済

み
。
今
後
、
幅
広
い
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
を
持
つ
高
容
量
パ
ワ

ー
リ
レ
ー
群
に
お
け
る
デ
ー

タ
提
供
を
順
次
進
め
、
３
月

PKGM―200D―R
レ
タ
イ
ジ
ン
グ
ロ
ボ
ッ
ト

「
Ｍ
―
４
１
０
／
８
０
０
Ｆ

―
32
Ｃ
」
を
開
発
し
発
売
し

た
＝
写
真
。
同
製
品
は
、
７

０
０
㌔
㌘
の
可
搬
質
量
を
持

つ
旧
モ
デ
ル
「
Ｍ
―
４
１
０

ｉ
Ｂ
／
７
０
０
」
の
後
継
と

し
て
設
計
さ
れ
、
８
０
０
㌔

㌘
の
荷
物
を
扱
え
る
能
力
を

備
え
て
い
る
。
可
搬
質
量
の

増
加
に
加
え
、
各
軸
の
最
高

速
度
と
動
作
範
囲
を
拡
大
。

コ
ン
パ
ク
ト
な
Ｊ
１
ベ
ー
ス

を
採
用
す
る
こ
と
で
設
置
面

の
高
さ
の
自
由
度
が
向
上
。

可
動
ケ
ー
ブ
ル
の
内
部
収
納

に
よ
る
干
渉
防
止
し
、
デ
ザ

イ
ン
を
ス
マ
ー
ト
に
一
新
し

た
。
制
御
装
置
は
、
新
型
ロ

ボ
ッ
ト
制
御
装
置
「
Ｒ
―
50

ｉ
Ａ
」
に
対
応
し
て
い
る
。
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方に参加した人には、抽選で20人に六角帽レンチセ
ット9本組をプレゼントしている。

■�北陽電機、まんがで分かる制御機器シーズン3
第2話「エリア設定タイプとデータ出力タイプ
の違いって？？」公開
北陽電機は、制御機器の知識についてマンガを織り

込みながら学んでいくコンテンツ「まんがで分かる制
御機器」について、シーズン3測域センサ　データ出
力タイプ編第2話「エリア設定タイプとデータ出力タ
イプの違いって？？」を公開した。

第2話は、卒業研究で自律走行ロボットを制作して
いるカナさん。エリア設定タイプとデータ出力タイプ
のどちらの測域センサを搭載すればいいかわからない
ようで……教えて！ツヨシ先生！！

■�ECADソリューションズ、ECAD導入事例を
公開「ECAD dioからECAD DCXへの切り替
えで設計の効率化・標準化を実現」
ECADソリューションズは、ECAD DCX導入事例

として、滋賀県湖南市の機械メーカー・ナカサクの事
例「ECAD dioからECAD DCXへの切り替えで設
計の効率化・標準化を実現」を公開した。

ナカサクでは、働き方改革に向けた電気設計の標準
化・効率化のためECAD dioからECAD DCXへ移行
し、設計段階でのミスの大幅削減による検図工程の負
担軽減、部品表の作成やキャビネット手配の効率化に
より、残業時間の大幅な削減を実現。インタビューで
は 、 導 入 の 決 め 手 と な っ た ポ イ ン ト や 、 E C A D 
Libraryを活用した部品マスタ整備などについても触
れている。

■�リタール、ブログ記事公開「太陽光発電と必要
な設備―接続箱の選定・設置ポイント」

リタールは、ブログ
記事「太陽光発電と必
要な設備―接続箱の選
定・設置ポイント」を
公開した。
　太陽光発電をはじめ
とする再生可能エネルギーは世界的に導入が進んでお
り、記事では再生可能エネルギーの種類や国が掲げる
エネルギー政策と導入率の目標の紹介をはじめ、再生
可能エネルギーの中でも期待の大きい太陽光発電、ま
たその重要な機器である接続箱について紹介してい
る。

■�EPLAN、ブログ記事公開「電気設計専用
CADとは？」

EPLANは、ブログ記事「電気設計専用CADと
は？」を公開した。記事では、プリント基板設計や電
気基板ではなく、制御盤や配電盤、制御設計を扱う電

■�デンソー、AGVの開発・量産プロセスでミス
ミ「meviy」を導入

　 デ ン ソ ー は 、 自 社 開 発 の 次 世 代 型 自 動 搬 送 車
（AGV）の試作から量産までの一貫したプロセス
に、ミスミが提供する機械部品調達のAIプラットフ
ォーム「meviy」を導入し、大幅なコスト削減と業務
効率化を実現した。
　デンソーはAGV開発における設計段階での生産性
の低さと、部品調達の複雑さの課題に直面しており、
これを解決するために「meviy」を導入。3Dデータ
を基に直接部品の見積もりと調達が可能となり、従来
必要だった2D図面の作成業務を省略でき、結果、部
品調達作業が数時間で完了し、約50%のコスト削減を
実現した。
　さらに、このシステムは部品毎に型番を発行し、全
国の工場で共有でき、保全対応の効率も大幅に向上。
またAIが加工できない箇所に警告を出し、加工不可
の理由を示すことで、設計者はさまざまな設計の試行
錯誤を効率的に行えるようになり、設計者のスキルア
ップにもつながると高く評価された。

■�本多通信工業、香港子会社の事務所を移転
本多通信工業は、香港子会社のHTK C&H HONG

KONG LIMITEDの事務所を移転した。新住所は
Rm.1010-11,10/F,Mira Place Tower A,132Nathan 
R o a d , T s i m  S h a  T s u i , K o w l o o n , H o n g 
Kong,CHINA、電話番号は+852-2799-1700。

■�日本ワイドミュラー、2024年版総合カタログ
を発行　ダウンロード提供開始

日本ワイドミュラーは、2024年版の総合カタログ
となる「製品セレクションガイド」を発行し、ダウン
ロード提供を開始した（88.2MB）。

■�オプテックス・エフエー、新人や新人研修担当
者向けにFAセンサなどの基礎知識のオンライ
ン研修を実施
オプテックス・エフエーは、新人や新人担当者を対

象に、FAセンサー、非接触温度計、画像センサー、
画像処理用照明の基礎知識を提供するオンライン研修
を開催する。6月18日から21日には「基礎編」となる
各種センサーの基礎講座を開催する。講座は「変位セ

■�戸上電機製作所、2024年3月期決算増収増益
　売上高は過去最高に

　戸上電機製作所の2024年3月期決算は、売上高267
億3100万円（前年比7.8%増）、営業利益27億200万
円（53.4%増）、純利益は20億9500万円（46.2%
増）の増収増益となった。電磁開閉器や電力会社向け
配電自動化用子局の売上は減少したものの、配電用自
動開閉器や配電盤及びシステム機器の需要が好調に推
移した。

セグメント別売上高は、産業用配電機器事業は220
億1900万円（8.8％増）。うち電子制御器全体は59億
7300万円（8.4％減）、配電用自動開閉器は121億
9300万円（15.8％増）。配電盤およびシステム機器
は38億5200万円（20.7％増）となった。プラスチッ
ク成形加工事業は、コロナ禍で停滞していた自動車業
界の需要が回復傾向に転じて29億9200万円（5.7％
増）、金属加工事業は産業用機械の需要が回復傾向に
転じて16億5900万円（1.6％増）となった。
　2024年度業績見通しは、売上高268億円（0.3%
増）、営業利益25億円（7.5%減）、純利益18億5000
万円（11.7%減）を見込んでいる。

■�東洋電機、2024年3月期決算増収増益　国内
外の制御装置関連事業と樹脂関連事業の売上増
加
東洋電機の2024年3月期決算は、売上高87億9300万

円（前年比16.2%増）、営業利益3億4600万円、純利
益は4億5200万円の増収増益となり、国内外の制御装
置関連事業と樹脂関連事業の売上が全て増加した。

セグメント別では、国内制御装置関連事業の売上高
は72億4900万円（16.4％増）、セグメント利益は3億
8300万円（335.1％増）。エンジニアリング部門は、
搬送制御装置分野、監視制御装置分野、印刷制御装置
分野、配電盤分野の全てで部品の入手性が改善。機器
部門は半導体関連、カーボンニュートラルへの取り組
みによる設備投資の拡大などでセンサ分野、空間光伝
送装置分野、表示器分野で増収。変圧器部門は、デー
タセンター向けや再生可能エネルギー関連の設備投資
が堅調に推移した。
　海外制御装置関連事業の売上高は8億8300万円
（17.8%増）、セグメント利益は6000万円（12.0%
増）。EV関連部品工場や半導体工場の設備投資が好
調で、電子部品の供給網の改善が功を奏した。樹脂関
連事業の売上高は6億6000万円、セグメント利益は
2400万円となった。
　2024年度業績見通しは、売上高44億2200万円
（5.0%増）、営業利益4600万円（69.7%減）、純利
益9300万円（60.8%減）を見込んでいる。

■�NKKスイッチズ、2024年3月期決算　減収
減益

NKKスイッチズの2024年3月期決算は、売上高94
億4100万円（前年比8.6％減）、営業利益は3億6900
万円（58.4%減）、純利益は3億8900万円（52.9%
減）の減収減益となった。グローバルで在庫調整局面
に入っていることが響いた。
　2024年度業績見通しは、売上高85億円（10.0%
減）、営業利益0円、純利益0円を見込んでいる。

ンサの基礎講座」
「光電センサの基
礎 講 座 」 「 I O -
L i n k の 基 礎 講
座」「非接触温度
計 の 基 礎 講 座 」
「 画 像 処 理 用
LED照明の基礎
講座」。7月9日
から12日には応
用編を予定してい
る。
　またセミナー参
加特典として、基
礎編・応用編の両

気設計について、電気CADが求められている背景と
導入効果、活用法などを紹介している。

■�コンテック、NVIDIA Partner Networkに
参画　エッジAIビジネスでの連携を強化

コンテックは、NVIDIAのパートナープログラム
「NVIDIA Partner Network（NPN）」に参画し、
ハードウエア製品を主力とする企業として日本で初め
て「NVIDIA Jetsonエコシステムメンバー」となっ
た。
　同社は2021年2月から産業用エッジAIコンピュータ
として、NVIDIA Jetsonモジュールを搭載したDX-
U1000/U2000シリーズを販売しており、NPNと170
社以上が参画するNVIDIA Jetsonエコシステムメン
バーになることで連携強化によるビジネス機会のさら
なる拡大を目指す。

■�T D K ラ ム ダ 、 D C - D C コ ン バ ー タ
（CCG6,CCG10）のディレーティングシミ
ュレーションツール公開
T D K ラ ム ダ は 、 D C - D C コ ン バ ー タ

（CCG6,CCG10）について、ディレーティングシミ
ュレーションツールとなる「パワーマッチングチャー
ト（Power Matching Chart）」を公開した。使用す
る製品（品番）と、使用環境（入力電圧・風速・温度
Ta/Tc・出力電力）を選択すると、製品のディレーテ
ィング条件を満たすかどうかを確認でき、〝External
Resistor〟タブにおいて、外付抵抗値の計算も行え
る。

決算・業績

■�因幡電機産業、2024年3月期決算増収増益
過去最高業績を更新

因幡電機産業の2024年3月期決算は、売上高3453億
6900万円（9.0%増）、営業利益は213億2200万円
（14.4%増）、純利益は156億2300万円（1.3%増）
の増収増益となり、過去最高業績を更新した。

セグメント別では、電設資材事業は、電線ケーブル
類の販売好調に加え、首都圏再開発や製造業の設備更
新、データセンターなどの大型物件向けに防災設備や
受配電設備等の納入があり、売上高2410億6800万円
（14.5％増）となった。産業機器事業は、人手不足
に伴う省力化・自動化需要などを背景とした製造業の
設備投資は底堅く推移したが、コロナ禍の巣ごもり需
要の反動でデジタル関連需給が悪化し、半導体関連の
生産調整や設備投資抑制の影響を受けて制御機器と電
子部品の販売が減少し、売上高は379億5500万円
（5.1％減）となった。自社製品事業は、ルームエア
コンの出荷減に伴う空調関連部材の需要停滞を受け、
主力製品である被覆銅管や空調配管化粧カバーなどの
販売が伸び悩み、海外における設備投資需要の減退に
伴って連結子会社パトライトが減収となった結果、売
上高663億4600万円（0.0％増）となった。
　2024年度業績見通しは、売上高3620億円（4.8%
増）、営業利益235億円（10.2%増）、純利益は164
億円（5.0%増）を見込んでいる。
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同
展
は
、
１
９
５
７
年
の
第
１
回
開
催
以

来
、
電
気
設
備
業
界
に
お
け
る
メ
イ
ン
イ
ベ

ン
ト
の
一
つ
と
し
て
、
広
く
各
方
面
か
ら
親

し
ま
れ
て
お
り
、
今
回
は
72
回
目
。

　
今
回
は
「
電
設
技
術
が
未
来
を
デ
ザ
イ

ン
！
〜
持
続
可
能
な
社
会
の
た
め
に
〜
」
を

テ
ー
マ
に
、
出
展
者
数
２
５
６
社
・
団
体
、

小
間
数
８
７
２
小
間
と
過
去
最
大
規
模
で
の

開
催
と
な
る
。

　
電
設
技
術
の
発
展
は
人
々
の
生
活
を
豊
か

に
す
る
と
と
も
に
太
陽
光
や
風
力
お
よ
び
洋

上
風
力
を
使
っ
た
自
然
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
抑
制

に
つ
な
が
り
、
脱
炭
素
社
会
に
向
け
て
必
要

不
可
欠
。
地
球
環
境
を
守
り
、
平
和
で
豊
か

な
生
活
を
次
世
代
に
継
承
し
、
持
続
可
能
な

社
会
を
望
む
こ
と
も
踏
ま
え
た
テ
ー
マ
と
な

っ
て
い
る
。

　
出
展
製
品
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
電
線
・
ケ

ー
ブ
ル
類
、
鋼
製
電
線
管
・
電
路
管
（
鋼

製
）
類
、
合
成
樹
脂
製
電
線
管
・
電
路
材

（
樹
脂
製
他
）
類
、
配
管
配
線
支
持
材
・
配

線
材
料
・
ダ
ク
ト
・
ラ
ッ
ク
類
、
架
線
器
材

・
外
線
接
地
材
・
地
中
線
材
、
配
線
器
具

類
、
照
明
器
具
・
照
明
制
御
装
置
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
）
、
受
配
電
盤
類
・
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
類

・
監
視
制
御
装
置
（
電
力
監
視
装
置
、
デ
マ

ン
ド
監
視
装
置
な
ど
）
、
電
力
関
連
機
器
材

・
制
御
機
器
（
デ
マ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

な
ど
）
、
電
力
貯
蔵
関
連
装
置
（
無
停
電
電

源
装
置
、
充
電
用
設
備
機
器
、
そ
の
他
電
力

貯
蔵
関
連
装
置
な
ど
）
、
自
家
発
電
装
置
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
（
太
陽
光
発
電
設
備
機

器
、
風
力
発
電
設
備
機
器
な
ど
）
、
通
信
・

情
報
設
備
・
設
備
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
（
Ｂ
Ｅ
Ｍ

Ｓ
・
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
な
ど
）
、
防
犯
防
災
設
備
機

器
、
雷
保
護
設
備
、
機
械
工
具
、
計
測
器
、

電
気
設
備
に
関
す
る
施
工
技
術
、
施
工
実

績
、
研
究
成
果
、
取
り
組
み
の
紹
介
な
ど
。

　
今
回
の
出
展
傾
向
は
、
製
品
分
類
で
は
、

例
年
同
様
、
「
電
力
関
連
機
器
材
・
制
御
機

器
」
、
「
機
械
工
具
・
現
場
用
具
」
、
「
通

信
・
情
報
設
備
・
設
備
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
」
に

関
す
る
出
展
が
多
く
、
出
品
傾
向
と
し
て

は
、
省
エ
ネ
製
品
を
始
め
、
施
工
の
省
力
化

・
効
率
化
な
ど
生
産
性
の
向
上
を
図
る
製

品
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
製
品
、
な
ど

話
題
の
展
示
さ
れ
る
予
定
。

　
会
期
中
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
も
実

施
さ
れ
る
。

　
初
日
の
30
日
13
時
30
分
か
ら
特
別
講
演
会

が
東
８
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
気
象
予
報
士
の

天
達
武
史
氏
が
「
今
、
知
っ
て
欲
し
い
災
害

対
策
」
で
講
演
す
る
。
豪
雨
や
台
風
、
水
害

な
ど
の
自
然
災
害
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え

る
た
め
に
知
っ
て
お
く
べ
き
情
報
に
つ
い
て

紹
介
す
る
。

　
聴
講
は
無
料
で
あ
る
が
、
す
で
に
聴
講
申

し
込
み
を
締
め
切
っ
て
お
り
、
当
日
の
状
況

に
よ
っ
て
は
特
別
講
演
会
会
場
で
聴
講
希
望

を
受
け
付
け
る
場
合
も
あ
る
。

　
今
回
で
63
回
目
を
迎
え
る
「
製
品
コ
ン
ク

ー
ル
」
に
は
50
社
が
参
加
し
て
い
る
。
「
電

気
設
備
に
関
連
す
る
資
機
材
の
進
歩
改
良
を

促
進
し
、
電
気
設
備
技
術
の
向
上
と
電
気
保

安
の
確
保
を
図
る
」
こ
と
を
目
的
に
、
参
加

各
社
が
優
れ
た
特
徴
あ
る
新
製
品
で
受
賞
を

競
う
。
そ
の
中
か
ら
優
秀
と
認
め
ら
れ
た
製

品
に
は
、
国
土
交
通
大
臣
賞
や
経
済
産
業
大

臣
賞
、
環
境
大
臣
賞
を
始
め
と
す
る
各
賞
が

７
月
４
日
の
表
彰
式
で
授
与
さ
れ
る
予
定
。

　
会
期
中
は
参
加
製
品
を
パ
ネ
ル
で
紹
介
す

る
ほ
か
、
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ
　
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ
公
式
サ
イ

ト
で
は
「
注
目
の
製
品
」
と
し
て
紹
介
し
て

い
る
。
な
お
、
展
示
会
場
の
主
催
者
コ
ー
ナ

ー
で
第
62
回
製
品
コ
ン
ク
ー
ル
参
加
製
品
と

前
回
の
受
賞
製
品
一
覧
を
パ
ネ
ル
で
展
示
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
「
出
展
者
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

セ
ミ
ナ
ー
」
と
し
て
、
出
展
者
の
展
示
だ
け

で
は
伝
わ
ら
な
い
出
展
製
品
の
魅
力
や
最
新

情
報
、
ノ
ウ
ハ
ウ
、
取
り
組
み
な
ど
を
会
場

内
の
セ
ミ
ナ
ー
会
場
で
紹
介
す
る
。

　
各
社
30
分
間
の
予
定
で
、
１
日
８
セ
ッ
シ

ョ
ン
、
３
日
間
で
24
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
。

　
主
催
者
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
、
①
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ

取
り
組
み
コ
ー
ナ
ー
②
電
気
設
備
業
界
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー
③
被
災
地
復
興
支
援

コ
ー
ナ
ー
④
お
楽
し
み
抽
選
コ
ー
ナ
ー
（
ス

タ
ン
プ
ポ
イ
ン
ト
）
⑤
新
築
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

電
気
設
備
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
⑥

図
書
販
売
コ
ー
ナ
ー
⑦
商
談
・
休
憩
コ
ー
ナ

ー
な
ど
が
設
け
ら
れ
る
。

　
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ
取
り
組
み
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
日

本
電
設
工
業
協
会
や
都
道
府
県
協
会
、
関
係

団
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
取
り
組
み
、
先

進
的
や
好
事
例
を
紹
介
し
、
電
気
設
備
業
界

の
重
要
性
・
魅
力
を
発
信
す
る
。

　
電
気
設
備
業
界
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ

ー
で
は
、
若
者
へ
の
電
設
業
界
の
知
名
度
ア

ッ
プ
と
入
職
促
進
を
図
る
取
り
組
み
の
一
環

と
し
て
、
電
設
業
界
の
仕
事
や
社
会
的
役

割
、
働
き
甲
斐
を
紹
介
す
る
協
会
Ｐ
Ｒ
ビ
デ

オ
「
電
設
業
界
へ
よ
う
こ
そ
」
な
ど
を
放
映

す
る
。
ま
た
、
日
本
電
設
工
業
協
会
会
員
企

業
の
企
業
情
報
や
採
用
に
向
け
た
会
社
案
内

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
設
置
す
る
。

　
さ
ら
に
、
電
気
設
備
業
界
「
就
職
情
報
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
業
界

特
集
か
ら
、
電
気
設
備
業
界
の
社
会
的
役

割
、
働
き
方
、
女
性
の
活
躍
な
ど
の
紹
介
、

さ
ら
に
は
、
日
本
電
設
工
業
協
会
会
員
企
業

の
企
業
情
報
や
採
用
に
向
け
て
配
信
情
報
な

ど
を
、
就
活
中
の
学
生
に
Ｐ
Ｒ
・
情
報
発
信

を
行
う
。

　
被
災
地
復
興
支
援
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
災
害

の
あ
っ
た
地
域
の
物
産
販
売
を
通
じ
、
「
買

っ
て
応
援
」
、
「
食
べ
て
応
援
」
を
合
言
葉

に
し
て
、
電
設
業
界
を
挙
げ
て
復
興
を
支
援

す
る
。

　
お
楽
し
み
抽
選
コ
ー
ナ
ー
は
、
会
場
内
に

設
置
さ
れ
た
ス
タ
ン
プ
ポ
イ
ン
ト
で
５
種
類

の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
持
参
す
る
と
、
豪
華

景
品
が
当
た
る
抽
選
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
が
行

わ
れ
る
。

　
新
築
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
電
気
設
備
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
は
、
国
内
の
建
築
電
気

設
備
に
関
す
る
唯
一
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ

る
、
新
築
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
電
気
設
備
デ
ー
タ

フ
ァ
イ
ル
を
紹
介
す
る
。

　
な
お
、
５
月
15
日
〜
６
月
28
日
ま
で
、
Ｊ

Ｅ
Ｃ
Ａ
公
式
サ
イ
ト
で
オ
ン
ラ
イ
ン
展
示
会

を
開
催
し
て
い
る
。
リ
ア
ル
展
示
会
出
展
企

業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
目
的
。

　
リ
ア
ル
出
展
者
の
出
展
製
品
の
情
報
や
会

場
マ
ッ
プ
な
ど
、
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ
　
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
発
信
し
て
い

る
。

国内最大の電気設備の総合展示会
JECA FAIR 2024

5月29日～31日 東京ビッグサイト

「電設技術が未来をデザイン！～持続可能な社会のために～」 過
去
最
大
規
模 

２５６
社
・
団
体
、８７２
小
間

　
国
内
最
大
の
電
気
設
備
の
総
合
展
示
会
「
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ
　
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ
　
２
０
２
４
（
第

72
回
電
設
工
業
展
）
」
（
主
催
＝
日
本
電
設
工
業
協
会
）
が
、
５
月
29
日
〜
31
日
ま
で

の
３
日
間
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
（
東
１
・
２
・
３
ホ
ー
ル
）
で
開
催
さ
れ
る
。
電
気

設
備
に
関
す
る
機
器
、
資
材
、
工
具
・
計
測
器
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
な
ど
の
新
製
品
・
新

技
術
を
始
め
、
施
工
技
術
や
施
工
実
績
、
研
究
成
果
の
紹
介
、
企
業
・
団
体
の
取
り
組

み
の
紹
介
な
ど
、
出
展
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
。
開
場
時
間
は
、
10
時
〜
17
時
（
初
日

は
10
時
30
分
か
ら
、
最
終
日
は
16
時
30
分
ま
で
）
、
入
場
は
無
料
（
事
前
登
録
制
）
。

ま
た
、
６
月
28
日
ま
で
オ
ン
ラ
イ
ン
展
示
会
を
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ
　
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ
公
式
サ
イ
ト

（https://www.jecafair.jp/online 2023/

）
で
も
開
催
し
て
い
る
。

　
※
写
真
は
前
回
（
２
０
２
３
年
大
阪
会
場
）
の
様
子

「製品コンクール」に50社参加

ＳＤＧｓやサステナビリティへの対応を具現化



（5）　　　２０２４年（令和６年）５月２９日

　
Ｗ
ａ
ｓ
ｈ
ｉ
Ｏ
Ｎ
共
立
継
器
は
、
電

気
接
触
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー

と
し
て
創
立
か
ら
64
年
。
創
意
、
企
図

　
ワ
ゴ
ジ
ャ
パ
ン
は
、
環
境
配
慮
型
ワ

ン
タ
ッ
チ
コ
ネ
ク
タ
ー
を
は
じ
め
、
配

　
三
菱
電
機
は
、
「
Ａ
ｕ
ｔ
ｏ
ｍ
ａ
ｔ

ｉ
ｎ
ｇ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｗ
ｏ
ｒ
ｌ
ｄ
〜
あ

な
た
に
も
見
つ
か
る
！
　
脱
炭
素
化
と

　
不
二
電
機
工
業
は
、
「
品
質
は
一
番

確
か
な
セ
ー
ル
ス
マ
ン
」
を
永
久
標
語

に
、
製
品
の
高
い
品
質
と
安
全
性
を
追

求
し
て
い
る
。
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ
　
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ

　
サ
ト
ー
パ
ー
ツ
は
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ
　
Ｆ
Ａ

Ｉ
Ｒ
２
０
２
４
に
、
お
客
さ
ま
の
困
り

ご
と
か
ら
生
ま
れ
た
「
パ
ワ
ー
ク
リ
ッ

　
ジ
ャ
ス
ト
プ
ロ
ダ
ク
ツ
は
、
受
配
電

盤
、
制
御
盤
業
界
向
け
に
銅
バ
ー
・
ブ

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
で
誤
操
作
防
止

WashiON共立継器

http://www.washion.co.jp

「VSK形高圧真空電源切換器」

心
、
迅
速
を
も
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
電
気

分
野
で
製
品
を
開
発
し
、
実
績
を
築
き

あ
げ
て
き
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ
　
Ｆ

Ａ
Ｉ
Ｒ
２
０
２
４

（
小
間
№
３
―

49
）
で
は
、
近
年

多
発
す
る
災
害
が

引
き
起
こ
す
停
電

に
備
え
、
ま
す
ま

す
必
要
性
が
見
直

さ
れ
て
い
る
非
常

用
発
電
機
向
け

に
、
常
用
電
源
と

の
切
換
に
欠
か
せ

な
い
電
源
切
換
開

閉
器
「
Ｓ
Ｓ
Ｋ
シ

リ
ー
ズ
」
を
中
心

に
展
示
す
る
。
ま
た
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

に
多
数
納
入
実
績
の
あ
る
高
速
形
電
源

切
換
装
置
や
、
高
圧
電
源
の
切
換
用
、

高
圧
真
空
電
源
切
換
器
な
ど
も
展
示

し
、
長
年
の
実
績
に
裏
付
け
さ
れ
た
専

門
メ
ー
カ
ー
な
ら
で
は
の
豊
富
な
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

　
こ
の
う
ち
、
「
Ｖ
Ｓ
Ｋ
形
高
圧
真
空

電
源
切
換
器
」
は
、
病
院
や
公
共
施
設

な
ど
の
停
電
が
許
さ
れ
な
い
設
備
の
高

圧
電
源
切
換
用
に
最
適
。
電
気
的
、
機

械
的
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
を
備
え
て
お

り
、
誤
操
作
の
心
配
が
な
い
。

　
さ
ら
に
、
新
製
品
で
あ
る
「
Ｒ
Ｅ
Ｔ

形
速
結
端
子
台
」
も
展
示
す
る
予
定
。

Ｒ
Ｅ
Ｔ
形
速
結
端
子
台
は
、
ア
ー
ス
線

を
差
し
込
む
だ
け
で
接
地
バ
ー
に
接
続

が
可
能
。
電
線
の
端
末
処
理
や
ド
ラ
イ

バ
ー
に
よ
る
ネ
ジ
締
め
作
業
が
不
要
な

た
め
、
作
業
工
数
の
削
減
が
で
き
る
接

地
端
子
台
で
あ
る
。

交
換
作
業
の
省
工
数
を
実
現

不二電機工業

https://www.fujidk.co.jp

電力量計無停電交換用コネクタ
「UPD形」

で
は
、
『
デ
ジ
タ
ル
化
、
省
配
線
、
省

人
化
』
に
貢
献
す
る
、
伝
送
端
子
台
、

ア
ー
ス
速
結
端
子
台
、
電
力
量
計
無
停

電
交
換
用
コ
ネ
ク
タ
、
ア
ル
ミ
端
子

台
、
電
流
計
測

端
子
台
、
半
導

体
リ
レ
ー
応
用

製
品
、
差
し
込

み
端
子
台
と
い

っ
た
ニ
ー
ズ
を

先
取
り
し
た
製

品
を
展
示
す

る
。
小
間
№
３

―
03
。

　
こ
の
う
ち
、

電
力
量
計
無
停

電
交
換
用
コ
ネ

ク
タ
「
Ｕ
Ｐ
Ｄ

形
」
は
、
１
２
０
Ａ
（
60
Ａ
・
30
Ａ
）

用
の
電
力
量
計
を
無
停
電
で
「
安
全
・

簡
単
・
確
実
」
に
交
換
す
る
こ
と
が
可

能
。
「
夜
間
の
交
換
作
業
」
や
「
停
電

調
整
」
が
不
要
と
な
り
、
省
工
数
で
人

手
不
足
の
解
決
に
つ
な
が
る
。
メ
ー
カ

ー
に
よ
り
異
な
る
電
力
量
計
幅
に
合
わ

せ
て
、
20
㍉
ピ
ッ
チ
と
30
㍉
ピ
ッ
チ
の

ア
ダ
プ
タ
ー
２
種
類
を
そ
ろ
え
、
充
電

部
が
保
護
さ
れ
て
お
り
、
電
力
量
計
を

使
用
し
た
状
態
の
ま
ま
で
安
全
に
交
換

が
可
能
。

　
伝
送
端
子
台
「
Ｔ
Ｈ
Ｔ
―
Ｃ
Ｕ
Ｎ

形
」
は
、
変
電
所
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
図

る
た
め
に
、
Ｃ
Ｕ
ｎ
ｅ
ｔ
通
信
を
採
用

す
る
こ
と
で
、
マ
ス
タ
ー
機
器
（
Ｐ
Ｃ

や
Ｐ
Ｌ
Ｃ
）
が
な
く
て
も
、
端
子
台
の

交
換
の
み
で
通
信
機
器
が
実
装
可
能
。

電
力
規
格
Ｂ
―
４
０
２
（
平
成
28
年
度

版
）
の
ノ
イ
ズ
試
験
に
も
対
応
し
て
い

る
。

配
線
作
業
の
省
力
化
と
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
製
品
を
紹
介

ワゴジャパン

https://www.wago.co.jp/

環境配慮型ワンタッチコネクター
「Green Range」

線
作
業
を
省
力
化
す
る
コ
ネ
ク
タ
や
端

子
台
、
環
境
に
優
し
い
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ

制
御
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
展
示

す
る
。
ブ
ー
ス
番
号
３
―

64
。

　
ワ
ン
タ
ッ
チ
コ
ネ
ク
タ
ー

Ｗ
Ｆ
Ｒ
（
２
２
１
）
シ
リ
ー

ズ
の
新
製
品
「
Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ

　
Ｒ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
」
は
、
操
作

レ
バ
ー
に
リ
サ
イ
ク
ル
材
料

を
27
％
、
ハ
ウ
ジ
ン
グ
に
バ

イ
オ
マ
ス
原
料
を
77
％
使
用

し
、
製
造
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
87
％
削
減
。
パ
ッ

ケ
ー
ジ
に
も
環
境
に
配
慮
し

た
草
繊
維
と
再
生
紙
を
使
用

し
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
製
品
と

な
っ
て
い
る
。

　
あ
と
づ
け
で
簡
単
に
防
水
・
防
滴
に

対
応
で
き
る
防
水
・
防
滴
ケ
ー
ス
「
Ｇ

ｅ
ｌ
ｂ
ｏ
ｘ
　
２
０
７
シ
リ
ー
ズ
」
、

単
線
、
Ｉ
Ｖ
７
本
よ
り
線
、
可
と
う
よ

り
線
を
レ
バ
ー
操
作
で
ス
ト
レ
ー
ト
接

続
で
き
る
イ
ン
ラ
イ
ン
ス
プ
ラ
イ
シ
ン

グ
コ
ネ
ク
タ
「
２
２
１
―
２
４
１

１
」
、
差
し
込
み
や
す
く
、
抜
け
に
く

い
差
込
コ
ネ
ク
タ
「
Ｗ
Ｇ
Ｚ
シ
リ
ー

ズ
」
、
ゆ
る
み
が
な
く
、
長
期
的
な
高

信
頼
性
「
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
　
Ｃ
Ａ
Ｇ
Ｅ
Ｃ

Ｌ
Ａ
Ｍ
Ｐ
シ
リ
ー
ズ
」
、
端
子
台
に
コ

ネ
ク
タ
を
組
み
合
わ
せ
た
プ
ラ
グ
イ
ン

式
レ
ー
ル
マ
ウ
ン
ト
端
子
台
「
Ｘ
―
Ｃ

Ｏ
Ｍ
　
Ｓ
　
Ｓ
Ｙ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
」
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
の
削
減
と
省
配
線
化
を
実

現
し
た
環
境
に
優
し
く
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ

ル
な
統
合
監
視
制
御
シ
ス
テ
ム
「
Ｗ
Ａ

Ｇ
Ｏ
　
Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
　
Ｓ
ｕ
ｓ
ｔ
ａ
ｉ
ｎ

ａ
ｂ
ｌ
ｅ
　
Ｉ
ｏ
Ｔ
」
等
を
展
示
す

る
。

「
銅
バ
ー
加
工
４
・
０
」の
実
現

ジャストプロダクツ

https://just-products.jp/

盤用銅バー・銅オリジナル部品加工
外注化サービス

ス
バ
ー
な
ど
銅
材
料
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
部

品
を
提
供
す
る
加
工
メ
ー
カ
ー
と
し

て
、
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ａ
Ｉ

Ｒ
２
０
２
４
で
は
「
銅

バ
ー
加
工
４
・
０
」
の

コ
ン
セ
プ
ト
で
提
案
を

行
う
。

　
受
電
盤
、
分
電
盤
、

配
電
盤
、
制
御
盤
内
で

ト
ラ
ン
ス
や
ブ
レ
ー
カ

ー
な
ど
の
結
線
に
使
わ

れ
る
銅
バ
ー
は
、
盤
メ

ー
カ
ー
が
個
別
に
銅
材

料
を
仕
入
れ
、
仕
様
に

合
わ
せ
て
カ
ス
タ
ム
品

を
自
前
で
加
工
す
る
ケ

ー
ス
が
多
く
、
加
工
に

関
わ
る
設
備
投
資
や
人

件
費
、
材
料
の
調
達
や
廃
棄
コ
ス
ト
が

大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に

対
し
同
社
は
銅
バ
ー
の
専
門
メ
ー
カ
ー

と
し
て
、
数
百
本
を
必
要
と
す
る
大
型

案
件
か
ら
、
１
本
の
ア
ー
ス
バ
ー
や
主

幹
バ
ー
３
本
の
よ
う
な
単
品
、
極
小
ロ

ッ
ト
ま
で
、
短
納
期
で
臨
機
応
変
に
対

応
が
可
能
。
高
い
技
術
力
で
要
望
に
合

わ
せ
た
銅
バ
ー
を
短
納
期
で
納
品
す
る

専
門
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
し
て
日
本
全
国

に
対
応
す
る
。

　
５
月
31
日
（
金
）
12
時
45
分
〜
に
は

出
展
者
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
「
銅
バ
ー
加

工
４
・
０
の
イ
ン
パ
ク
ト
〜
挑
戦
す
る

盤
メ
ー
カ
ー
を
サ
ポ
ー
ト
〜
」
で
講
演

を
行
う
。
盤
会
社
の
工
程
で
ボ
ト
ル
ネ

ッ
ク
は
銅
バ
ー
加
工
に
あ
り
、
「
デ
ジ

タ
ル
設
計
×
デ
ジ
タ
ル
加
工
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
新
次
元
の
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
て
「
銅
バ
ー
加
工
４
・
０
」
を
紹
介

す
る
。

ス
マ
ホ
連
携
で
柔
軟
な
設
定

三菱電機

https://www.mitsubishielectric.co.jp/fa/events-seminars/exhibitions/2024/jeca2024/index.html

電子式マルチ指示計器
「ME110Gシリーズ」

労
働
力
不
足
の
突
破
口
〜
」
を
テ
ー
マ

に
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
労
働

力
不
足
対
策
へ
の
貢
献
が
で
き
る
最
新

の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・

製
品
を
出
展
す
る
。
小

間
番
号
は
２
―
68
。

　
注
目
製
品
は
、
ス
マ

ー
ト
設
定
を
実
現
し
た

電
子
式
マ
ル
チ
指
示
計

器
「
Ｍ
Ｅ
１
１
０
Ｇ
シ

リ
ー
ズ
」
。

　
受
配
電
設
備
で
電
気

量
を
計
測
・
監
視
す
る

た
め
に
指
示
計
器
が
使

用
さ
れ
る
。
電
子
式
マ

ル
チ
指
示
計
器
は
、
多

機
能
で
あ
る
一
方
で
、

設
定
項
目
が
多
く
、
設

定
内
容
が
複
雑
に
な
っ
て
い
る
。
設
定

を
誤
る
と
正
し
い
計
測
や
監
視
が
で
き

な
い
た
め
に
設
定
作
業
は
重
要
で
あ

り
、
製
品
を
熟
知
し
た
人
が
設
定
作
業

を
行
い
属
人
化
に
な
り
や
す
い
。
労
働

力
不
足
が
課
題
の
建
設
業
で
は
24
年
度

よ
り
時
間
外
労
働
の
規
制
強
化
が
適
用

さ
れ
、
さ
ら
な
る
働
き
方
改
革
の
推
進

が
急
務
と
な
っ
て
お
り
、
設
定
作
業
を

は
じ
め
と
し
た
製
造
工
程
の
効
率
化
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
同
製
品
の
特
長
で
あ
る
〝
電
源
不
要

で
作
業
工
程
に
制
限
さ
れ
な
い
設
定
方

法
〞
に
よ
る
設
定
作
業
の
柔
軟
性
と
、

〝
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
連
携
し
た
設
定

方
法
お
よ
び
設
定
デ
ー
タ
の
Ｉ
Ｔ
化
〞

に
よ
る
設
定
作
業
の
簡
略
化
と
拡
張
性

を
提
供
し
、
盤
製
造
現
場
や
現
地
据
え

付
け
時
の
業
務
改
革
に
貢
献
す
る
。
な

お
、
同
製
品
は
、
製
品
コ
ン
ク
ー
ル
に

も
参
加
し
て
い
る
。

先
端
の
交
換
・
組
み
合
せ
が
自
在

サトーパーツ

https://www.satoparts.co.jp/

KISEKAEチップ
「TJ-100シリーズ」

プ
」
、
機
器
の
保
守
・
保
全
・
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
現
場
で
、
作
業
に
合
わ
せ
先

端
交
換
が
自
在
な
「
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｋ
Ａ
Ｅ

チ
ッ
プ
」
な
ど
を
中
心

に
展
示
す
る
。
小
間
№

３
―
27
。

　
「
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｋ
Ａ
Ｅ

チ
ッ
プ
」
は
、
作
業
ツ

ー
ル
と
し
て
、
機
器
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
現
場
で

リ
ー
ド
線
の
接
続
相
手

に
合
わ
せ
先
端
を
自
在

に
交
換
で
き
る
た
め
、

い
く
つ
も
の
端
子
付
き

リ
ー
ド
線
の
用
意
や
持

ち
回
り
が
１
つ
で
解
決

で
き
る
。

　
２
０
２
１
年
に
「
Ｔ

Ｊ
―
１
０
０
シ
リ
ー
ズ
」
と
し
て
、
バ

ナ
ナ
プ
ラ
グ
、
ク
ワ
ガ
タ
端
子
（
Ｕ

型
）
、
φ
２
ピ
ン
プ
ラ
グ
の
先
端
部
３

種
類
に
、
持
ち
手
（
全
６
色
）
と
合
わ

せ
た
４
種
類
を
発
売
し
た
。

　
２
０
２
３
年
に
は
先
端
部
の
バ
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
を
さ
ら
に
拡
大
し
販
売
を
開

始
し
た
の
が
、
ね
じ
頭
を
つ
か
み
や
す

く
外
れ
に
く
い
パ
ワ
ー
ク
リ
ッ
プ
「
Ｔ

Ｊ
―
１
０
０
―
Ｋ
Ｋ
」
、
圧
着
端
子
付

き
電
線
を
接
続
し
た
ま
ま
端
子
台
に
使

用
で
き
、
長
時
間
の
チ
ェ
ッ
ク
も
可
能

な
フ
ォ
ー
ク
端
子
（
Ｙ
型
）
「
Ｔ
Ｊ
―

１
０
０
―
Ｋ
Ｙ
」
、
チ
ェ
ッ
ク
孔
の
な

い
ナ
イ
ロ
ン
コ
ネ
ク
タ
な
ど
の
通
電
チ

ェ
ッ
ク
に
便
利
な
プ
ロ
ー
ブ
針
「
Ｔ
Ｊ

―
１
０
０
―
Ｋ
Ｔ
」
の
ほ
か
、
プ
ロ
ー

ブ
針
／
フ
ォ
ー
ク
端
子
と
持
ち
手
を
組

み
込
み
セ
ッ
ト
と
し
た
「
Ｔ
Ｊ
―
２
０

０
」
／
「
Ｔ
Ｊ
―
３
０
０
」
な
ど
も
ラ

イ
ン
ア
ッ
プ
す
る
。

Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ 

Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ 

出
展
各
社
の
製
品
紹
介

ブース№3-49JECA FAIR 2024に出展します

電気接触はWashiON共立継器におまかせください
蓄積した技術と確かな品質で お客様のニーズにお応えします

VSK形
高圧真空電源切換器

•病院や公共施設等の停電が許されない
　設備の高圧電源切換用に最適です。
•電気的、機械的インターロックを備えており
　誤操作の心配がありません。
•引出形、薄型キュービクル用のラインナップを
　取り揃えております。

RET形
速結接地端子台

•アース線の被覆を外し、差込むだけで接地完了。
　ドライバー不要で作業工数削減。
•最大４本の接地線の接続が可能。
•差込み完了後にインジケーターで接続確認。
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省工数目指して開発 配線接続機器
　
配
線
接
続
機
器
は
、
機
器
・
装
置
の
配
線
を

つ
な
い
で
電
気
や
信
号
を
な
ど
伝
え
る
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
通
信
用
な
ど
の
微
少

用
途
か
ら
高
圧
な
ど
の
高
電
流
容
量
用
途
ま
で

幅
広
い
。

　
２
０
２
２
年
秋
ご
ろ
ま
で
続
い
た
納
期
問
題

も
一
部
の
機
種
を
除
い
て
よ
う
や
く
収
束
し
、

今
は
膨
ら
ん
だ
在
庫
の
調
整
期
間
と
な
っ
て
い

る
が
、
24
年
秋
ご
ろ
に
は
正
常
な
状
態
に
戻
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
方
が
強
ま
っ
て
い

る
。

　
配
線
接
続
機
器
の
用
途
は
、
電
子
・
電
気
機

械
か
ら
自
動
車
・
電
車
な
ど
の
輸
送
機
器
、
受

配
電
設
備
、
情
報
通
信
設
備
な
ど
、
電
気
が
使

わ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
広
が
っ
て
い
る
。

　
Ｆ
Ａ
な
ど
の
製
造
業
の
投
資
は
一
部
の
業
種

を
除
い
て
様
子
見
の
部
分
も
多
い
が
、
一
方
で

都
市
再
開
発
な
ど
に
お
け
る
建
設
投
資
は
旺
盛

で
、
ビ
ル
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
建
設
は
依
然

堅
調
に
続
い
て
い
る
。
ま
た
、
通
信
イ
ン
フ
ラ

投
資
も
昨
今
の
Ｄ
Ｘ
へ
の
対
応
か
ら
、
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
建
設
な
ど
も
著
し
く
増
加
し
て
お

り
、
配
線
接
続
機
器
の
需
要
を
大
き
く
支
え
て

い
る
。

　
配
線
接
続
機
器
を
取
り
巻
く
現
在
の
課
題
と

し
て
は
人
手
不
足
が
上
げ
ら
れ
る
。
配
線
接
続

機
器
の
配
線
作
業
は
、
今
の
と
こ
ろ
ロ
ボ
ッ
ト

の
代
替
え
は
難
し
く
、
完
全
に
手
作
業
に
頼
っ

て
い
る
。
従
っ
て
、
配
線
の
実
作
業
以
外
の
部

分
で
省
力
化
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

配
線
ケ
ー
ブ
ル
の
被
覆
や
切
断
、
ケ
ー
ブ
ル
へ

の
圧
着
端
子
や
フ
ェ
ル
ー
ル
の
装
着
、
ケ
ー
ブ

ル
の
マ
ー
キ
ン
グ
作
業
な
ど
の
作
業
は
自
動
機

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
配
線
ケ
ー
ブ
ル
の
配
線
作
業
を
人

手
で
効
率
的
に
行
え
る
製
品
開
発
に
各
社
が
取

り
組
ん
で
い
る
。
例
え
ば
、
ケ
ー
ブ
ル
の
被
覆

作
業
を
し
な
く
て
も
、
ケ
ー
ブ
ル
を
端
子
台
に

直
接
差
し
込
む
だ
け
で
配
線
が
完
了
す
る
よ
う

に
し
た
製
品
が
各
社
か
ら
開
発
さ
れ
て
い
る
。

従
来
、
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
で
ケ
ー
ブ
ル
挿
入
部

分
の
端
子
を
押
さ
え
た
り
し
て
挿
入
作
業
し
て

い
た
が
、
こ
の
手
間
が
省
け
る
。
ま
た
、
被
覆

作
業
が
な
い
た
め
被
覆
の
た
め
の
工
具
や
フ
ェ

ル
ー
ル
の
カ
シ
メ
工
具
な
ど
も
不
要
に
な
る
。

　
こ
の
配
線
方
法
で
は
、
作
業
者
に
よ
る
ね
じ

締
め
ト
ル
ク
の
個
人
差
も
な
く
な
る
た
め
、
未

熟
練
者
で
も
簡
単
で
安
定
し
た
品
質
で
作
業
が

　
人
手
不
足
が
深
刻
化
す
る
中
で
、
端
子
台
や
コ
ネ
ク
タ
な
ど
の
配
線
接
続
機
器
の
省

工
数
を
目
指
し
た
製
品
開
発
が
進
ん
で
い
る
。
配
線
ケ
ー
ブ
ル
の
被
覆
作
業
を
不
要
に

し
た
り
、
配
線
作
業
時
に
必
要
だ
っ
た
工
具
類
を
使
わ
ず
に
作
業
を
で
き
る
製
品
が
開

発
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
配
線
作
業
を
行
う
人
の
熟
練
度
に
関
係
な
く
確
実
、
か
つ
容

易
に
作
業
で
き
る
取
り
組
み
も
進
ん
で
い
る
。
配
線
接
続
機
器
は
、
電
子
機
器
へ
の
電

気
や
信
号
の
伝
送
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
情
報
化
社
会
の
進
展
す
る
中
で
ま
す
ま

す
重
要
性
を
増
し
て
い
る
。
配
線
作
業
の
省
力
化
を
目
指
し
た
開
発
で
配
線
接
続
機
器

の
市
場
は
新
た
な
展
開
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

被
覆
作
業
や
フ
ェ
ル
ー
ル
が
不
要
に

急
ピ
ッ
チ
で
進
む「
人
手
不
足
」対
策に

、
「
ね
じ
な
し
端
子
」
が
制
御
盤
に
使
用

す
る
器
具
の
端
子
と
し
て
追
加
さ
れ
た
。
こ

れ
に
よ
り
ス
プ
リ
ン
グ
端
子
を
国
交
省
公
認

で
公
共
案
件
に
も
使
用
で
き
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　
た
だ
依
然
、
配
線
接
続
の
緩
み
や
引
っ
張

り
強
度
を
懸
念
す
る
声
は
強
い
。
こ
う
し
た

声
に
対
応
し
て
、
引
っ
張
り
強
度
を
規
格
化

し
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
も
出
始
め
た
て
い

る
。
プ
ッ
シ
ュ
イ
ン
式
の
信
頼
性
を
確
立
す

る
た
め
に
も
必
要
だ
と
い
う
声
が
関
連
団
体

か
ら
も
聞
か
れ
て
お
り
、
今
後
具
体
的
な
動

き
が
み
ら
れ
る
か
注
目
さ
れ
る
。

　
最
近
は
欧
州
を
中
心
に
、
プ
リ
ン
ト
基
板

に
外
部
端
子
を
使
用
し
な
い
で
直
接
給
電
す

る
た
め
の
大
電
流
対
応
コ
ネ
ク
タ
の
要
求
が

高
ま
っ
て
い
る
。
大
容
量
の
電
源
、
イ
ン
バ

ー
タ
、
サ
ー
ボ
ア
ン
プ
な
ど
で
プ
リ
ン
ト
基

板
に
直
接
給
電
す
る
こ
と
で
、
大
幅
な
小
型

化
と
電
力
損
失
の
低
減
が
図
れ
、
省
エ
ネ
化

に
つ
な
が
る
と
い
う
も
の
だ
。
コ
ネ
ク
タ
の

採
用
で
電
線
の
ハ
ー
ネ
ス
化
に
よ
る
組
み
立

て
性
や
ボ
ー
ド
交
換
な
ど
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

性
向
上
が
図
れ
る
と
い
う
効
果
も
見
込
め

る
。

　
配
線
接
続
機
器
の
中
で
新
発
想
の
配
線
方

法
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
ケ
ー
ブ
ル

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ス
テ
ム
だ
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

ユ
ニ
ッ
ト
や
制
御
盤
の
筐
体
面
か
ら
取
り
出

す
多
数
の
ケ
ー
ブ
ル
、
ホ
ー
ス
、
コ
ン
ジ
ッ

ト
類
を
集
約
し
、
専
用
工
具
不
要
で
簡
単
に

組
み
立
て
が
で
き
る
も
の
。
コ
ネ
ク
タ
や
圧

着
端
子
が
付
い
た
状
態
の
ケ
ー
ブ
ル
を
、
分

割
式
フ
レ
ー
ム
と
分
割
形
ケ
ー
ブ
ル
グ
ロ
メ

ッ
ト
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
素
早
く
簡
単
に

ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
保
護

等
級
も
最
大
Ｉ
Ｐ
68
に
対
応
で
き
る
。
Ｅ
Ｍ

Ｃ
対
策
に
も
つ
な
が
る
こ
と
で
、
評
価
を
高

め
て
い
る
。

　
用
途
も
工
作
機
械
、
鉄
道
、
建
機
な
ど
に

加
え
、
人
体
に
影
響
を
及
ぼ
す
食
品
機
械
や

医
薬
製
造
機
械
な
ど
に
も
広
が
り
つ
つ
あ

る
。
ま
た
、
ビ
ル
設
備
な
ど
の
配
線
用
途
で

も
採
用
が
進
ん
で
い
る
。

　
配
線
接
続
機
器
の
需
要
は
産
業
機
器
か
ら

民
生
機
器
、
車
載
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
ま
で
需

要
の
裾
野
が
非
常
に
広
い
こ
と
か
ら
、
安
定

し
た
市
場
を
形
成
し
て
い
る
。
人
手
不
足
と

人
件
費
の
上
昇
が
今
後
ま
す
ま
す
進
む
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
中
で
、
こ
の
課
題
を
解
決
す

る
取
り
組
み
が
配
線
接
続
機
器
で
求
め
ら
れ

る
。
一
部
で
採
用
が
始
ま
っ
て
い
る
自
動
配

線
設
計
シ
ス
テ
ム
に
加
え
、
自
動
配
線
作
業

シ
ス
テ
ム
な
ど
、
極
力
人
手
作
業
を
減
ら
す

た
め
の
取
り
組
み
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
素
材
価
格
の
上
昇
、
円
安
基
調
の

中
で
の
国
内
外
で
の
生
産
体
制
の
見
直
し
な

ど
も
大
き
な
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

式
、
ラ
ッ
ピ
ン
グ
式
、
圧
接
接
続
式
な
ど
が

あ
る
。
国
内
で
は
ね
じ
式
が
主
流
で
あ
る

が
、
こ
の
方
式
は
ね
じ
締
め
作
業
、
配
線
の

被
覆
作
業
、
配
線
接
続
後
の
緩
み
確
認
作
業

な
ど
、
多
く
の
作
業
工
程
が
必
要
で
、
作
業

者
の
熟
練
度
に
よ
っ
て
も
、
作
業
ス
ピ
ー
ド

や
配
線
接
続
の
出
来
上
が
り
な
ど
に
差
が
出

や
す
い
。

　
こ
う
し
た
ね
じ
式
の
弱
点
を
カ
バ
ー
す
る

方
法
と
し
て
普
及
が
進
ん
で
い
る
の
が
、
欧

米
で
主
流
に
な
っ
て
い
る
圧
着
端
子
を
使
用

し
な
い
プ
ッ
シ
ュ
イ
ン
式
（
ね
じ
レ
ス
式
）

だ
。
プ
ッ
シ
ュ
イ
ン
式
は
ケ
ー
ブ
ル
を
挿
し

込
む
だ
け
で
配
線
作
業
が
完
了
し
、
ね
じ
締

め
作
業
や
ね
じ
締
め
の
加
減
も
不
要
な
ど
、

省
力
化
効
果
は
大
き
い
。
ま
だ
配
線
作
業
が

不
慣
れ
な
初
心
者
で
あ
っ
て
も
簡
単
に
作
業

が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
熟
練
作
業
者
で
な
く

て
も
配
線
技
術
習
得
に
時
間
が
か
か
ら
ず
、

懸
念
さ
れ
て
い
た
振
動
で
の
配
線
の
緩
み
や

経
年
で
の
信
頼
性
に
対
す
る
心
配
も
使
用
実

績
を
重
ね
る
こ
と
で
払
拭
さ
れ
、
採
用
加
速

へ
の
追
い
風
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
日

本
で
は
ね
じ
を
使
っ
た
丸
型
圧
着
端
子
台

（
丸
端
）
が
長
年
使
用
さ
れ
、
定
着
し
て
い

る
。
特
に
高
圧
・
大
電
流
用
途
や
振
動
の
多

い
用
途
で
は
ね
じ
式
の
使
用
が
多
い
。
接
続

信
頼
性
が
高
い
と
い
う
の
が
大
き
な
理
由

で
、
ね
じ
式
の
使
用
率
は
約
70
％
と
推
定
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
プ
ッ
シ
ュ
イ
ン
式
の
採

用
が
多
い
欧
州
で
も
、
普
及
率
は
70
％
ぐ
ら

い
と
言
わ
れ
て
お
り
、
全
て
が
プ
ッ
シ
ュ
イ

ン
式
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

　
こ
う
し
た
市
場
の
状
況

を
反
映
し
て
、
両
方
式
の

機
能
を
合
わ
せ
持
っ
た
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
的
な
端
子
台

も
登
場
し
て
い
る
。
構
造

は
各
社
で
多
少
異
な
っ
て

い
る
が
、
省
工
数
と
信
頼

性
の
両
立
を
目
指
し
て
工

夫
を
重
ね
て
い
る
。

　
従
来
プ
ッ
シ
ュ
イ
ン
式

は
制
御
用
途
や
小
電
流
用

途
を
中
心
に
普
及
が
進
ん

で
い
た
が
、
こ
こ
数
年
、

電
磁
開
閉
器
や
配
線
ブ
レ

ー
カ
ー
に
加
え
、
操
作
用

ス
イ
ッ
チ
や
ス
イ
ッ
チ
ン

グ
電
源
な
ど
、
従
来
は
ね

じ
式
接
続
が
使
用
さ
れ
て

い
た
機
器
で
も
採
用
が
増

え
つ
つ
あ
る
。
さ
ら
に
、

大
電
流
用
で
の
ス
プ
リ
ン

グ
式
端
子
台
の
ラ
イ
ン
ア

ッ
プ
も
急
速
に
拡
充
し
て

い
る
。
１
５
０
０
Ⅴ
／
３

０
０
Ａ
の
高
圧
・
高
電
流

の
動
力
・
電
源
用
途
に
対

応
し
た
り
、
電
線
径
２
０

０
平
方
㍉
㍍
と
い
う
太
線

で
も
ド
ラ
イ
バ
ー
を
使
っ

て
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
裸
の
電

線
接
続
が
可
能
な
端
子
台

も
販
売
さ
れ
て
い
る
。

　
大
電
流
用
途
で
は
、
丸

型
圧
着
端
子
台
（
丸
端
）

で
配
線
後
の
増
し
締
め
を

す
る
と
い
う
習
慣
が
定
着

し
て
い
る
が
、
ス
プ
リ
ン

グ
式
の
接
続
信
頼
性
へ
の

評
価
の
高
ま
り
に
加
え
、

人
手
不
足
も
重
な
り
、
徐

々
に
こ
の
習
慣
が
な
く
な

り
つ
つ
あ
る
。
増
し
締
め

が
不
要
に
な
る
こ
と
で
、

ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
面
も
ス
プ
リ
ン
グ
式
の
優

位
性
が
高
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
市
場
に
大

き
な
変
化
が
出
始
め
て
い
る
。
日
本
で
は
公

共
建
設
物
や
送
配
電
分
野
で
は
ね
じ
式
が
多

く
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
法
的
な
規
制
が
徐

々
に
見
直
さ
れ
、
国
土
交
通
省
発
行
の
公
共

建
築
工
事
標
準
仕
様
書
（
電
気
設
備
工
事

編
）
の
令
和
４
年
（
２
０
２
２
年
）
度
版

で
き
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
、
配
線
が
き

ち
ん
と
接
続
で
き
て
い
る
か
を
確
か
め
る
こ

と
が
で
き
る
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
表
示
も
可
能
に

な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
作
業
ミ
ス
な
ど

接
続
不
良
の
防
止
に
も
つ
な
が
る
こ
と
で
、

接
続
信
頼
性
は
さ
ら
に
高
ま
る
こ
と
に
な

る
。

　
し
か
し
、
日
本
を
含
め
世
界
的
に
は
ま
だ

ま
だ
配
線
ケ
ー
ブ
ル
の
被
覆
作
業
、
お
よ
び

端
子
や
フ
ェ
ル
ー
ル
の
カ
シ
メ
な
ど
の
行
う

配
線
が
圧
倒
的
に
多
く
行
わ
れ
て
い
る
。

　
端
子
台
の
配
線
接
続
方
法
に
は
、
ね
じ

式
、
プ
ッ
シ
ュ
イ
ン
式
の
ほ
か
、
ス
タ
ッ
ド

式
、
押
締
式
、
ケ
ー
ジ
式
、
ラ
グ
式
、
タ
ブ

ビルやデータセンター建設が追い風
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ア
ー
ス
線
の
接
地
工
数
削
減

WashiON共立継器

https://www.washion.co.jp

「RET形速結端子台」

続
が
可
能
に
な
る
。
電
線
の
端
末
処
理

や
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
ネ
ジ
締
め
作
業

が
不
要
な
た
め
、
作
業
工
数
の
削
減
が

実
現
で
き
る
。

　
一
方
、
盤
間
端
子
台
「
Ｂ
Ｋ
Ｔ
―
20

形
」
は
、
電
線
を
接
続
し
た
ま
ま
で
、

端
子
台
の
１
次
側
、
２
次
側
を
分
離
で

き
る
も
の
で
、
盤
間
の
配
線
作
業
時
間

を
短
縮
で
き
、
設
置
す
る
場
所
で
配
線

作
業
時
に
お
い
て
、
誤
配
線
を
心
配
す

る
必
要
が
な
い
。

　
配
電
盤
間
や
制
御
装
置
間
の
配
線
接

続
、
お
よ
び
取
り
外
し
が
容
易
に
行

え
、
端
子
ね
じ
は
バ
ネ
ア
ッ
プ
式
の
た

　
電
磁
接
触
器
で
高
い
実
績
を
有
す
る

Ｗ
ａ
ｓ
ｈ
ｉ
Ｏ
Ｎ
共
立
継
器
は
、
端
子

台
の
新
製
品
と
し
て
「
Ｒ
Ｅ
Ｔ
形
速
結

端
子
台
」
の
販
売
を
開
始
し
た
。

　
Ｒ
Ｅ
Ｔ
形
速
結
端
子
台
は
、
ア
ー
ス

線
を
差
し
込
む
だ
け
で
接
地
バ
ー
に
接

め
、
配
線
作
業
性
も
良
い
。

　
一
般
的
に
、
盤
を
出
荷
す
る
前
に
工

場
で
電
気
検
査
を
行
っ
た
後
、
出
荷
時

に
は
い
っ
た
ん
分
離
し
、
現
場
で
設
置

時
に
再
び
組
み
立
て
る
が
、
盤
間
端
子

台
を
使
う
こ
と
で
、
制
御
線
を
離
線
す

る
こ
と
な
く
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
取
り
外

し
、
現
地
で
も
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
接
続
が

で
き
る
。
　

　
ま
た
、
工
場
検
査
な
ど
で
は
１
台
の

試
験
器
で
複
数
台
の
製
品
検
査
を
行
う

場
合
な
ど
に
お
い
て
も
、
盤
間
端
子
台

を
使
う
こ
と
で
配
線
工
数
の
削
減
で
き

る
。
さ
ら
に
、
盤
を
リ
プ
レ
ー
ス
場
合

で
も
工
数
の
削
減
が
可
能
に
な
る
。

　
Ｄ
Ｉ
Ｎ
レ
ー
ル
、
お
よ
び
Ｎ
Ｋ
Ｔ
レ

ー
ル
に
搭
載
可
能
。

省
工
数
で
接
続
状
態
を
表
示

不二電機工業

https://www.fujidk.co.jp

電線接続表示（インジケータ）付き
アース速結端子台「ＴＰＧ形」

込
む
だ
け
で
ブ
ス
バ
ー
に
つ
な
が
り
、

ド
ラ
イ
バ
ー
な
し
で
す
ぐ
に
配
線
作
業

が
で
き
る
。
こ
の
た
め
、
ア
ー
ス
配
線

の
作
業
時
間
が
約
４
分
の
１
に
、
ブ
ス

バ
ー
へ
の
取
り
付
け
時
間
も
約
３
分
の

１
に
短
縮
。
し
か
も
、
ね
じ
の
増
し
締

め
も
不
要
で
、
ね
じ
締
め
の
ト
ル
ク
管

理
や
専
用
工
具
管
理
も
な
く
な
る
。

　
ま
た
、
電
線
接
続
状
態
の
表
示
（
イ

ン
ジ
ケ
ー
タ
）
は
、
電
線
が
確
実
に
接

続
さ
れ
て
か
ら
表
示
さ
れ
る
構
造
に
な

っ
て
お
り
、
「
安
心
・
安
全
・
確
実
」

な
作
業
を
実
現
し
、
差
し
込
み
結
線
の

不
安
を
解
消
で
き
る
。
寸
法
サ
イ
ズ

　
不
二
電
機
工
業
の
産
業
用
分
電
盤
な

ど
の
省
施
工
化
に
貢
献
す
る
電
線
接
続

表
示
（
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
）
付
き
ア
ー
ス

速
結
端
子
台
「
Ｔ
Ｐ
Ｇ
形
」
は
、
ね
じ

締
め
作
業
が
な
い
た
め
、
配
線
を
差
し

は
、
ブ
レ
ー
カ
ー
の
大
き
さ
に
合
わ
せ

１
極
25
㍉
㍍
幅
で
設
計
し
て
お
り
、
省

ス
ペ
ー
ス
化
に
貢
献
す
る
。

　
さ
ら
に
、
ブ
ス
バ
ー
へ
の
取
り
付
け

ね
じ
は
本
体
に
組
み
込
ん
で
い
る
た

め
、
ね
じ
の
落
下
の
心
配
が
な
く
、
安

全
、
か
つ
効
率
的
に
取
り
付
け
が
で
き

る
。

　
一
方
、
ア
ル
ミ
端
子
台
シ
リ
ー
ズ
の

「
Ｔ
Ｘ
Ｓ
―
Ｇ
Ａ
形
」
は
、
各
メ
ー
カ

ー
と
協
業
し
、
端
子
台
・
ケ
ー
ブ
ル
・

圧
着
端
子
の
導
電
部
全
て
に
ア
ル
ミ
を

使
用
し
た
「
ら
く
ら
く
ア
ル
ミ
ケ
ー
ブ

ル
シ
ス
テ
ム
」
に
対
応
。
ス
タ
ッ
ド
式

タ
イ
プ
で
充
実
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
。
ア

ル
ミ
ケ
ー
ブ
ル
38
ｓ
ｑ 

〜
４
０
０
ｓ

ｑ
ま
で
対
応
可
能
。

新
接
続
技
術
で
軽
い
挿
入
実
現

フエニックス・コンタクト

https://www.phoenixcontact.com/ja-jp/

Ｐｕｓｈ-Ｘテクノロジ端子台
「ＸＴ・ＸＴＶシリーズ」

ｈ
―
Ｘ
（
プ
ッ
シ
ュ
―
エ
ッ
ク
ス
）
テ

ク
ノ
ロ
ジ
を
搭
載
し
た
新
製
品
端
子
台

「
Ｘ
Ｔ
・
Ｘ
Ｔ
Ｖ
シ
リ
ー
ズ
」
を
リ
リ

ー
ス
し
た
。

　
独
自
の
プ
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
構
造
に
よ

り
、
電
線
を
軽
く
挿
入
す
る
だ
け
で
ロ

ッ
ク
が
掛
か
り
、
力
を
入
れ
ず
に
接
続

が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
新
し
い
テ
ク
ノ

ロ
ジ
に
よ
っ
て
、
手
動
配
線
の
作
業
性

改
善
と
、
将
来
の
自
動
配
線
に
も
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　

　
電
線
を
接
続
し
た
際
に
、
オ
レ
ン
ジ

色
の
プ
ッ
シ
ュ
ボ
タ
ン
が
動
作
し
て
ロ

ッ
ク
を
知
ら
せ
る
「
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
機

　
フ
エ
ニ
ッ
ク
ス
・
コ
ン
タ
ク
ト
社

は
、
新
し
い
接
続
技
術
で
あ
る
Ｐ
ｕ
ｓ

能
」
に
加
え
、
「
カ
チ
ッ
」
と
い
う
音

で
も
接
続
確
認
が
で
き
る
。
「
ボ
タ
ン

ホ
ー
ル
ド
機
能
」
に
よ
り
、
ド
ラ
イ
バ

ー
を
離
し
て
も
配
線
作
業
が
可
能
に
な

っ
た
。

　
側
面
接
続
の
Ｘ
Ｔ
Ｖ
シ
リ
ー
ズ
と
上

面
接
続
の
Ｘ
Ｔ
シ
リ
ー
ズ
で
、
０
・
５

〜
16
㎟
ま
で
広
い
電
線
径
を
カ
バ
ー
す

る
。
ま
た
、
従
来
の
Ｐ
ｕ
ｓ
ｈ
―
ｉ
ｎ

式
Ｐ
Ｔ
端
子
台
や
ス
プ
リ
ン
グ
式
Ｓ
Ｔ

端
子
台
と
も
、
ブ
リ
ッ
ジ
バ
ー
や
マ
ー

キ
ン
グ
な
ど
の
ア
ク
セ
サ
リ
は
共
用
可

能
で
あ
る
。

　
進
化
し
た
新
接
続
技
術
Ｐ
ｕ
ｓ
ｈ
―

Ｘ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
を
搭
載
し
た
製
品
は
、

今
後
も
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
拡
大
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

工
具
な
し
で
片
手
配
線
実
現

オータックス

https://www.otax.co.jp/

スクリューレス基板用端子台
「ＴＢ-ＫＤシリーズ」

中
心
に
、
制
御
機
器
、
空
調
機
器
、
通

信
機
器
、
事
務
機
器
な
ど
各
種
電
気
機

器
向
け
に
40
年
以
上
の
長
期
に
わ
た
り

製
造
・
販
売
を
し
て
い
る
。

　
コ
ネ
ク
タ
に
お
い
て
は
角
形
コ
ネ
ク

タ
を
本
格
的
に
供
給
し
て
お
り
、
Ｆ
Ａ

分
野
を
中
心
と
し
た
産
業
機
器
向
け
に

既
存
の
ス
イ
ッ
チ
・
端
子
台
事
業
に
加

え
た
商
品
群
の
一
つ
と
し
て
事
業
を
拡

大
し
て
い
る
。

　
端
子
台
に
お
い
て
は
、
主
に
Ｆ
Ａ
、

エ
ア
コ
ン
市
場
向
け
に
顧
客
専
用
品
を

中
心
と
し
た
商
品
を
展
開
し
て
い
る

が
、
新
た
に
標
準
品
と
し
て
特
許
申
請

　
オ
ー
タ
ッ
ク
ス
は
、
Ｄ
Ｉ
Ｐ
ス
イ
ッ

チ
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
操
作
用
ス
イ

ッ
チ
、
金
属
加
工
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
、
端

子
台
、
コ
ネ
ク
タ
な
ど
の
接
続
機
器
を

中
の
ス
ク
リ
ュ
ー
レ
ス
基
板
用
端
子
台

「
Ｔ
Ｂ
―
Ｋ
Ｄ
シ
リ
ー
ズ
」
の
開
発
を

進
め
て
い
る
。
指
で
プ
ッ
シ
ャ
ー
を
深

く
押
す
と
プ
ッ
シ
ャ
ー
が
自
動
回
転
し

て
電
線
の
開
放
状
態
で
ロ
ッ
ク
さ
れ
、

さ
ら
に
プ
ッ
シ
ャ
ー
の
ツ
バ
を
軽
く
上

に
引
っ
張
る
と
ロ
ッ
ク
が
解
除
し
て
電

線
が
保
持
さ
れ
る
と
い
う
独
自
の
構
造

を
採
用
。
工
具
不
要
で
片
手
で
配
線
作

業
が
で
き
、
接
続
信
頼
性
の
高
い
ス
ク

リ
ュ
ー
レ
ス
端
子
台
と
し
て
今
後
の
拡

販
に
期
待
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
開
発
型
総
合
機
構
製
品
製
造

サ
ー
ビ
ス
（
Ｄ
Ｍ
Ｍ
Ｓ
）
の
展
開
に
も

取
り
組
ん
で
お
り
、
タ
イ
工
場
（
プ
ラ

チ
ン
ブ
リ
県
）
の
拡
張
が
終
わ
り
、
２

０
２
３
年
９
月
か
ら
稼
働
開
始
し
た
。

配
線
接
続
機
器 

主
要
各
社
の

製
品
紹
介

重負荷用電磁接触器

高頻度開閉能力を持った
クラッパー形電磁接触器
AC200～550V 80～600A
DC100～220V 80～600A
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　製造業は今、持続可能なものづくりへの大転換期にあるといえる。その中心にあるのが、欧州を発端とする
一連の「環境負荷情報の共有化」の動きだ。特に、欧州電池規則やCatena-X、ウラノス・エコシステムなど
に代表される動きでは、製造業界におけるサプライチェーン全体の透明性向上と環境負荷の削減に焦点を当て
たルール整備が進められており、自動車産業を中心に、製造業の未来を形作る重要な要素となりつつある。一
方で、日本国内においてこれらの動きはあまり認知が広がっておらず、対応が遅れているとも言われている。
基本情報と今後の展望について、有識者へのヒアリングも交え、状況をまとめた。

代表的な各種規制や取り組みについて

■欧州電池規則
　欧州電池規則（EU BATTERY REGULATION）
は、特に電気自動車（EV）の車載蓄電池の製造過程
におけるCFP（カーボンフットプリント：製品ライ
フサイクル全体を通じた温室効果ガス排出量）の削減
を目指す規則で、2006年に発行した電池指令が基とな
っている。この規則により、完成車メーカーや部品メ
ーカーには、製造プロセスでのCFPの発生を詳細に
トレースし、報告する義務が課せられる。欧州域内で
販売されるほぼ全ての中・大型蓄電池（エネルギー容
量2kWh以上など）が対象となる。CFPの報告義務以
外にも「リサイクル済み原材料の使用割合の最低値導
入」「廃棄された携帯型バッテリーの回収率」「原材
料別再資源化率の目標値導入」などが定められてい
る。
■ウラノス・エコシステム
　経済産業省が中心となり産学官が連携して推進す
る、企業・業界・国境を越えたデータ共有とシステム
連携のための活動。データ連携基盤構築を通じ、デー
タの利活用による社会課題解決とイノベーション創出
を目指している。ウラノス・エコシステムのもとでの
業種横断的なシステム連携の実現を目指し、人流・物
流DXおよび商流・金流DXの領域を先行的に着手
し、業界・業種を問わない幅広いデータ連携を目指し
ている。「ウラノス（Ouranos）」とはギリシャ神話
に由来する天空の神を指し、さまざまなステークホル
ダーが連携し、最適なシステム統合により新たな価値
を創造するエコシステムを象徴している。
■Catena-X（カテナエックス）
　主にドイツの自動車メーカーとサプライヤーが中心
となり、自動車産業向けのデータ共有とシステム連携
を推進するプラットフォーム。非競争領域のデータを
企業間で交換することで、EUの自動車産業全体の発
展を目指している。
　欧州委員会（EC）が2020年2月に公表した「欧州デ
ータ戦略」指針の中に、「欧州データスペース」とい
う構想があり、企業や組織間で安全かつ円滑なデータ

共有を実現することを目指している。これらの具体的
な技術基盤や仕組みを構築する役割として「Gaia-X
（ガイアエックス）」というプロジェクトがあり、
「Catena-X」は「Gaia-X」の基盤を活用して自動車
業界に向けて構築される。
　これら欧州主導の活動が加速する背景には、米中の
IT企業によるデータ寡占への対抗が念頭にあり、製
造業で強みを持つ産業分野での仕組み作りを通じ、欧
州企業の競争優位を確立することがあるとされてい
る。「Catena-X」の他、製造業全般に対応する
「Manu f a c t u r i n g -X」、健康データに関する
「HEALTH-X」、エネルギーに関する「Omega-X」
など業界や目的に応じた活動が始まっている。
■「ウラノス・エコシステム」と「Catena-X」の関係
　共にデータ連携・活用による課題解決とイノベーシ
ョン創出という目標を掲げ、官民連携で推進される取
り組み。「ウラノス・エコシステム」は日本主導、
「Catena-X」はドイツを中心とした欧州主導である
が、データの相互利用やデータ流通に関する規制や標
準化について連携が始まっている。CO2排出量に代表
される環境負荷情報を中心に、多くの可視化すべき情
報を、サプライチェーン全体で共有・開示することを
目指している。

データ共有の動きや規制に対して、
企業が取り組むべきこと

　特に部品製造を含めた「EV向け蓄電池に関連する
企業」は対応が急務である。2023年8月に正式施行さ
れた欧州電池規制への適応が避けて通れないからであ
る。この規制によりCFP宣言書の添付が義務化され
るため、完成車メーカーおよび部品メーカーは製造工
程を含むあらゆる工程でCFPを管理し、報告するこ
とが求められる。仮に一部の部品であってもCFPデ
ータが提出できなかった場合、欧州に向けて最終製品
の輸出ができなくなる。またこの義務は「最終製品を
欧州で販売するメーカー」が負う。従って、最終製品
が日系メーカーだろうが欧州メーカーだろうが関係は
ない。開発費や生産コストなどを考慮すると、欧州向
け製品だけ蓄電池の仕様を変えるということは難し
く、現実的にはほぼ全ての「EV向け蓄電池」が規制

対象となり、サプライチェーンに関連する企業であれ
ば規模の大小や工程は関係なく適応される。
　CFP宣言に関連して特に注目すべきは、蓄電池の5
大部品（負極、正極、電解質、セパレータ、ケース）
に関して、CFP算出の一次データ開示が求められる
点である。従来、CFP算出に関しては統計データな
どに基づいて推定された「二次データ」で代替可能だ
ったが、今後は直接測定した「一次データ」が必要と
なる。言い換えると、5大部品の生産に関連する企業
は、各工程におけるCO2排出量を製品単位で実測・記
録する必要が発生するということになる。さらに
CFP宣言書は認証を受ける必要があるため、もし未
対応の場合、早急に対応を検討して実行に移す必要が
ある。また、CFP宣言のみならず、2026年8月からは
CFP性能クラス区分の設定が始まる。これは蓄電池
のライフサイクル全体でのCO2排出量の大小を識別す
る仕組みで、「排ガス規制」の蓄電池版のような考え
とも言える。
　上図は「蓄電池」の「CFP」の例になるが、同様
の動きが自動車業界を中心に始まっており、あらゆる
環境負荷に関するデータを、データ共有基盤を活用し
てサプライチェーンを通して共有化する動きが活発化
している。化学製品分野でも同様の動きがはじまって
いる。

見えてきた課題と、必要とされる
ＩT業界との連携

　データ共有基盤構築における課題として、機密情報
や知財の保護、交換可能なデータの範囲や情報へのア
クセス権などの課題も見えてきている。さらに、グロ
ーバルにサプライチェーンが広がった現在では、サプ
ライヤーの負担が極端に増えてしまうため、日本、欧
州、中国、北米など地域ごとに違うデータ共有ルール
が運用されることは避けなくてはならない。政府機関
や団体には共通利益になる部分を見出し、できるだけ
製造企業の負担が軽減できるようなルール整備が求め
られる。また、ルール整備と並行して、「情報保護」
と「容易なデータ共有」という一見相反する要件の両
方をバランス良く満たす「システム構築」も求められ
る。
　それらの実現のため、例えばNTTグループでは、
複数の異なるデータスペース同士での相互連携に向け
た計画を進めている。まずは、複数データスペースの
コネクタを集約する「データ連携ハブ」によるデータ
共有のサービス提供を準備し、次に複数データスペー
スの間で直接データ交換を実現する「データスペース
間ゲートウェイ」の実現を提唱している。そして最終
的には「各種コネクタ技術が標準仕様を採用し、相互
運用性が確保された未来」を目指し、国際的な議論の
場で積極的に活動を行っている。他にもNEC、富士
通、シーメンス、IBMなど多くの企業がそれぞれの
得意分野を生かし、データ連携基盤構築に取り組んで

いる。

日本企業にとって「逆風」か「追い風」か？

　欧州主導の規制強化の動きは、日本企業にとっては
逆風に見えるが、この領域に詳しいNTTデータ第一
インダストリ統括事業本部自動車事業部部長の松枝進
介氏によると、日本企業にとってこの「環境規制」の
動きはむしろ「追い風」になり得るという、なぜか。
　従来、工業製品の採用基準は「スペック」と「コス
ト」が最重視されていた。そのため、特に汎用製品に
おいて、日本の工場は中国や新興国とのコスト競争に
勝てず、苦戦を強いられている。しかし今後、CFP
をはじめとした「環境負荷性能」が、製品選定におけ
る大きな競争軸となるのであれば、状況は変わってく
るためだ。
　もともと日本企業は環境技術とエネルギー効率の高
い製造プロセスを長年にわたって開発してきた実績が
あり、リサイクルの文化も根付いている。さらに改善
活動が得意な日本の工場は、データを利活用すること
で、生産性向上に加え、生産計画の最適化を含めたサ
プライチェーンの最適化にもつなげることができるは
ずである。「環境負荷性能」が製品採用基準になるこ
れからは、日本企業にとってチャンスになるだけでは
なく、製品の市場競争力を高め、持続可能な生産方法
への移行を加速させることができるはずである。

業界全体で取り組むべきこと

　もちろんこれらの規制に対応するためには、コスト
と労力を要する。ITの仕組みだけ、政府の取り組み
だけ、企業努力だけでは「環境負荷性能」の向上をな
し得ることは難しく、産官学が協力してアセットを組
み合わせることで、国全体として取り組んでいく必要
がある。
　また、規制をきっかけにしたデータ交換ルールの標
準化は、製造業全体にとってメリットももたらす。部
品の調達から製品の組み立て、出荷に至るまでのプロ
セスが統一されたデータを通じて透明に管理できるた
め、最適な計画立案を通じ、人・もの・カネのリソー
ス配置の最適化にもつながる。また、標準化を通じ、
企業間のシステム互換性と拡張性が高まり、新しいソ
フトウエアやサービスの開発も迅速になる。セキュリ
ティ対策が容易になり、将来的にはシステム導入コス
トが下がり、システム安定性も向上できるはずだ。
　欧州電池規則やCatena-X、ウラノス・エコシステ
ムを含む一連の規制とイニシアチブは、製造業にとっ
て重要な転換点とも言える。関係者は、「環境負荷性
能」という新しい競争軸の登場をしっかりチャンスと
してつかみ、業界全体で取り組んでいくことが求めら
れる。そのためにも、これらの動きをしっかり把握し
て少しでも早く行動に移すことが必要だ。

製造業に「環境負荷性能」という競争軸
～規制から生まれる新たな変化～

基本情報と今後の展望

資料提供：株式会社NTTデータ
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０
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ボ
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ボ
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グ
レ
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タ
ー
が
参
加
し
、
実
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的
な
ロ
ボ
ッ

ト
の
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行
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る
。

　
セ
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ナ
ー
プ
ロ
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も
充
実

し
、
開
催
初
日
に
は
「
ロ
ボ
ッ
ト
が

現
場
を
変
え
る
」
と
題
し
た
基
調
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演
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ト
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ら
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と
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い
る
。

産業用ロボット・自動化システムの専門展
「ROBOT TECHNOLOGY JAPAN2024」

７月４日から６日までAichi Sky Expoで開催
事前来場登録・セミナー聴講 予約スタート
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㍍であり、同社の中で国内最大級の規模となり、これ
まで愛知県、岐阜県といった中京エリアに集中してい
たサプライチェーンに、北陸エリアの福井県を加える
ことで、両エリアを含めた強靭な生産経済圏の確立を
目指す。

■�ライフドリンクカンパニー、静岡県御殿場市
に御殿場工場が竣工

　ライフドリンクカンパニーは、静岡県御殿場市板妻
南工業団地に建設を進めていたミネラルウオーターや
茶系飲料などペットボトル飲料製品を生産する「御殿
場工場」が完成した。生産能力は年間約800万ケー
ス。
　新工場の敷地面積は5万1077平方㍍。延べ床面積は
1万7838平方㍍の鉄骨造。投資額は約94億円。4月の
操業開始を予定している。

■�コンドーテック、北海道石狩市にアンカーボ
ルト等を生産する札幌工場第3工場を竣工

　コンドーテックは、北海道石狩市にターンバックル
ブレースやアンカーボルトなどの建築資材を生産する
札幌工場第3工場を建設した。新工場は鉄骨造で延床
面積は2370平方㍍。投資金額は約7億2500万円。

■�ダイト、富山県富山市に医薬品製剤の製造を
行う第十製剤棟の第二期工事に着手

　ダイトは、富山県富山市の本社工場敷地内に建設を
計画していた第十製剤棟の第2期工事に着手した。
　近年のジェネリック医薬品の製造販売量の増加や安
定供給、大手メーカーからの新薬・⾧期収載品の国内
外向け製造受託、一般用医薬品の開発～製造受託な
ど、全方位ビジネスの案件増加を受け、製剤製造工場
である第十製剤棟を建設。第1期分の生産設備は高い
稼働率が見込まれており、全5フロアのうち製造設備
が未実装の3フロアへの設備実装を第二期工事として
着手した。
　投資金額は約37億円。2024年3月着工。2025年1月
竣工。2026年4月生産開始予定。

■�三洋工業、埼玉県久喜市に試験施設棟「3次
元振動試験棟」を建設

　三洋工業は、埼玉県久喜市に約15億円を投じて新
たな試験施設棟「3次元振動試験棟」を建設する。
　試験施設棟は、過去に観測された巨大地震などの揺
れを再現できる設備を備え、実大規模レベルや多様な
条件下における模型実験が可能となる。検証対象の大
型対応や振動の多方向での検証などを行い、得られた
知見を製品開発などに生かし、品質をしっかりと検証
しながら開発スピードのアップを図る。
　2024年10月着工予定、2025年11月竣工予定。本格
稼働は2026年4月を予定。

■�サーキュラーペット、岡山県津山市にPETボ
トルの再資源化を行う津山工場が竣工

　サーキュラーペットは、使用済みPETボトルを原
料に、PETボトルの原料へ再資源化するサーキュラ
ー型のビジネスモデルに向け、岡山県津山市に津山工
場を建設した。

国内

■�武田薬品工業、山口県光市の光工場に炎症性
腸疾患治療用薬剤の新製造ラインが稼働

　武田薬品工業は、光工場（山口県光市）に、約70
億円を投資し、炎症性腸疾患治療用薬剤「Entyvio
（エンタイビオ）」の新製造ラインを増設し、商用稼
働を開始した。
　新ラインの充填工程には、従来の無菌製剤製造工程
に比べて汚染のリスクを大幅に減少できるアイソレー
タ（無菌状態の密閉環境）の技術を取り入れ、「滅菌
済シングルユースシステム」を使用することで、製品
の汚染防止を図り、品質保証を向上させている。新ラ
インの稼働により光工場はEntyvioの製造能力をこれ
までの3倍以上に増強する見込み。これまで医薬品製
造受託機関（CMO）に委託していたEntyvioのバイ
アル製剤の製造の大部分を内製化することが可能とな
り、品質保証のさらなる向上が期待できる。

■�久光製薬、佐賀県鳥栖市に新研究所「SAGA
グローバルリサーチセンター」を竣工

　久光製薬は、佐賀県鳥栖市姫方町に建設中だった新
研究所「SAGAグローバルリサーチセンター」が竣工
した。
　今回の研究体制の再構築では佐賀県鳥栖市と茨城県
つくば市の2拠点にあった研究機能を1拠点に集約
し、研究者間の連携と研究開発機能の最大化による開
発スピードの向上、生産部門との連携強化を図る。
　センターには共同実験スペースを設置して国内外の
大学・研究機関とネットワークを築き、TDDSを基盤
としたオープンイノベーションを推進する。オフィス
スペースは、革新的なアイデアや概念が交差し、新た
なイノベーションを起こす中心地になることを期待し
て「Innovation Nexus Office」と名付け、コミュニケ
ーションを円滑にする工夫を凝らしている。また省エ
ネルギー対策や排出CO2削減など、環境へ配慮した設
計とし、BELS評価の「ZEB Ready」を取得してい
る。
　建築面積は、5660平方㍍、延床面積は、2万3290平
方㍍。

■�メニコン、福井県福井市のテクノポート福井
にコンタクトレンズと関連用品の生産工場を
建設

　メニコンは、コンタクトレンズ・ケア用品の製造お
よび生産開発の新たな拠点として、北陸エリア福井県
福井市「テクノポート福井」内の用地を取得し、新工

動化ラインを導入し、世界最高水準の品質と歩留の実
現し、2027年度までにFC-BGA事業で2022年度対比
で2.5倍以上の生産能力拡大を目指す。
　延床面積は、9万5000平方㍍。2026年末稼働開始予
定。

■�住友ベークライト、台湾に半導体封止材製造
の新工場が竣工

　住友ベークライトは、台湾子会社で半導体封止材を
製造する台湾住友培科股份有限公司新工場が完成し
た。正式稼働は2024年7月以降を予定。新工場の稼働
により台湾住友培科股份の生産能力は従来の2倍とな
り、台湾半導体市場における地産地消の強みを強化す
る。
　また東南アジアの半導体市場ではシンガポールのグ
ループ会社（Sumitomo Bakelite Singapore Pte.
Ltd.）との2拠点体制を整えることで、今後、急成長
し、大きな需要が見込まれるパワー半導体や車載半導
体の用途に向けて、最新鋭の技術・最高品質の商品と
サービスで確実に応えていく。

■�小林製薬、中国安徽省に冷却シート、カイ
ロ、芳香剤等製造の新工場を建設

　小林製薬は、中国安徽省合肥市にある100%子会社
「合肥小林日用品有限公司の新工場を建設した。
　同社は2030年グループ連結売上高2800億円（うち
国際事業900億円）を目指し、海外への製品提供力の
強化を含め、多岐に渡り取り組みを強化している。中
国では額冷却シート「熱さまシート」の需要が高ま
り、「カイロ」も拡大している。
　新工場では、約2200万製品（冷却シート、カイ
ロ、芳香剤など）を生産し、デジタル化と自動化を導
入して生産性向上・品質向上・予防保全・環境モニタ
リングなどを通じて素早い改善を可能とし、材料受入
・払出・生産・出荷までの一連の流れが効率化された
「ものづくりのスマート化」を目指すことで生産効率
を最大化。多様な新製品の生産導入へ積極的にチャレ
ンジできる工場とする。
　延床面積は5万881平方㍍。建築面積は1万5912平方
㍍。投資規模は約60～90億円。2024年4月中旬稼働予
定。

■�横浜ゴム、メキシコに乗用車用タイヤの新工
場を建設

　横浜ゴムは、北米市場へのタイヤ供給能力を強化す
るため、メキシコに乗用車用タイヤの新工場を建設す
る。生産能力は年産500万本で、投資額は3億8000万
㌦（約521億円）。2024年第2四半期に着工し、2027
年第1四半期から
の生産開始を予定
している。
　新工場の敷地面
積は約61万平方
㍍で。新工場はコ
アウイラ州に所在
し、主要な鉄道や
高速道路へのアク
セスも良く、北米
全土へタイムリー
な供給体制を構築
していく。

場を建設する。
　新工場では、コ
ンタクトレンズや
コンタクトレンズ
ケア用品といった
主 力 商 品 を 予 定
し、開発と生産の
融合を目的として
生産に関わる開発
機能を福井新拠点
に設置することも
検討している。
　新拠点の用地面
積は約9.3万平方

　新工場では、キャップやラベルがついたまま、もし
くは飲み残しのあるようなPETボトルは、リサイク
ルが難しいとされてきたが、低グレードの素材であっ
てもリサイクルPETを生産することができるのが特
徴。生産能力は年間2万5000㌧で本格稼働は今春中を
予定している。

■�田中貴金属グループ、神奈川県平塚市の湘南
工場に国内最大級500㌔㍗燃料電池発電設備
を導入

　TANAKAホールディングスは、田中貴金属グルー
プリサイクル事業の重要拠点である神奈川県湘南工場
に、国内の民間利用では発電容量が最大級となる500
㌔㍗定置型純水素燃料電池設備を導入する。発電効率
を最適に制御する東芝エネルギーシステムズ製純水素
燃料電池「H2Rex」の設置を決定し、2026年に稼働
を開始する。
　湘南工場では同設備の導入によって使用電力量の
25%が燃料電池発電に替わり、年間1979㌧のCO2排出
量削減を見込んでいる。この削減量は湘南工場での
2030年CO2排出削減目標の32%に充当する。
　設備投資額は20億円。

海外

■�タカショーデジテック、中国佛山市に屋外照
明機器を製造する新工場が竣工

　タカショーデジテックは、中国子会社で屋外照明機
器の製造を担うタカショーデジテックチャイナの新工
場が竣工した。
　新工場の増設により、タカショーデジテックチャイ
ナの工場総面積は1万370平方㍍、と以前の1814平方
㍍から約5.7倍の規模になり、4階建ての新工場に
「オフィス、商品開発／品質管理、加工／製造／製品
検査、物流倉庫」の全ての機能を集約した。
　工場床面積は2139平方㍍。工場総面積は8556平方
㍍（4階建）、生産エリアは2116平方㍍（3-4階）、
商品倉庫エリアは、840平方㍍（1階）、部材倉庫エ
リアは、196平方㍍（3-4階）、オフィスエリアは、
1911平方㍍（2階：経理総務、開発、試験、会議室、
品管室、展示室、倉庫）。

■�TOPPAN、シンガポールにFC-BGA基板の
生産拠点を新設

　TOPPANホールディングスのグループ会社の
TOPPANは、シンガポールに高密度半導体パッケー
ジのFC-BGA（Flip Chip Ball Grid Array）基板の生
産拠点を新設し、生産能力を拡大する。
　社会の急速なデジタル化に伴いデータのトラフィッ
ク量は年々増加し、FC-BGA基板の需要が拡大してい
るのに対し、同社は現在、FC-BGA基板の生産拠点で
ある新潟工場で生産能力の拡大を進めているが、パッ
ケージ基板の大型化に伴う製造負荷は大きく、将来の
需要増に対応するためにはさらなる生産能力の拡大が
必要とし、新工場の建設に至った。新潟とシンガポー
ルの2拠点での生産体制を確立することで、地政学
的、自然災害に係るリスクを分散し、事業継続性を向
上させ、グローバルな供給体制を構築する。
　新工場の設立にはシンガポール経済開発庁と通信用
半導体大手のブロードコムの支援を受け、新工場では
新潟工場で培ってきた基板製造ノウハウや最先端の自
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